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野菜類・花き 2018 年の
注目 17 品種 ほか

●畑の生産力アップ！
　冬に土を凍らせる
●肥料の基礎知識③ 〜窒素〜
●乳牛に必要なミネラル
　〜泌乳期中のカルシウム
●直播栽培に適した水稲新品種
「上育４７１号」

品種・技術 ここがポイント！

情報 CLIP!

ホクレン マーケット通信

ホクレンの営農情報誌

アグリポート

直播栽培向け水稲良食味新品種
「上育471号」販売の方向性

もうかる農業に向けての4レッスン

農業経営の
基礎講座



農業の現場を、多くの人に知って欲しい。
View Point

北海道農協青年部協議会　副会長 神尾 誠

僕
が
子
ど
も
の
頃
は
稲
作
に
加
え
羊

を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
羊
に
エ
サ
を
や
り
、

鶏
の
卵
を
採
っ
て
か
ら
小
学
校
へ
走
る
、

ハ
イ
ジ
の
ペ
ー
タ
ー
み
た
い
な
生
活
だ
っ

た
ん
で
す
。
当
時
、
周
辺
に
は
農
家
が

５
軒
あ
っ
て
、
仲
良
く
共
同
作
業
を
し

て
い
た
仲
間
も
い
た
の
に
、
次
々
と
離
農

し
て
今
は
う
ち
一
軒
だ
け
。
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
消
え
て
し
ま
い
、
や
り
き

れ
な
い
思
い
が
し
ま
す
。

農
家
の
戸
数
が
減
り
一
戸
当
た
り
の

面
積
が
広
く
な
っ
た
こ
と
で
、
農
業
者
の

負
担
も
増
大
し
ま
し
た
。
な
の
に
、
実

際
ど
れ
だ
け
働
い
て
い
る
か
、
農
業
者
の

労
働
時
間
を
誰
も
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

働
き
す
ぎ
で
労
働
災
害
に
遭
う
確
率
も

高
く
な
り
が
ち
で
す
。
僕
も
農
作
業
中

の
事
故
で
知
人
を
失
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
省
力
化
や
安
全
作
業
に
つ
な

が
る
I
C
T
を
ど
ん
ど
ん
普
及
さ
せ
る

こ
と
で
事
故
を
減
ら
し
、
農
業
者
の
命

を
守
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

同
時
に
、
こ
う
し
た
現
状
を
含
め
て

農
業
の
こ
と
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
深
川
市
内
の
小
学
生
の

農
業
体
験
に
は
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も

参
加
す
る
し
、
道
青
協
が
主
催
す
る
学

校
の
先
生
を
対
象
に
し
た
農
村
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
も
で
き
る
だ
け
協
力
し
た
い
と

あの人のビューポイント
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●直播栽培向け水稲良食味新品種
 「上育 471 号」販売の方向性

23 ホクレン マーケット通信

1980（昭和55）年、深川市生まれ。稲作農家の
４代目。酪農学園大学農業経済学科卒業後、２年
間、派遣会社で建設業、土木業、イベントスタッ
フなどさまざまな仕事を経験。24 歳で実家に戻
り就農。現在は約27ha の農地で、水稲・大豆・
花卉（スターチス・シヌアータ）を、両親・弟と
ともに栽培している。JA きたそらち青年部イチ
ヤン支部の支部長を皮切りに、JA 空知青年部連
合会の会長を経て、今年4 月から現職。妻と1 男
１女の4 人家族。

（深川市にある稲刈り後の田んぼにて撮影）

※道青協facebook ではさまざまな情報を配信
しています。

特集

農業経営の基礎講座
もうかる農業に向けての4レッスン

04 営農計画を立てる前の比較・検証が重要！
05 営農計画を生かすために伝えたい10 のこと
09 計画を立てるためにまず記録する
11 経営のクセに気付くことが大切

●畑の生産力アップ！冬に土を凍らせる
●肥料の基礎知識③ 〜窒素〜
●乳牛に必要なミネラル〜泌乳期中のカルシウム
●直播栽培に適した水稲新品種「上育４７１号」

15 品種・技術 ここがポイント！

ホクレンの営農情報誌

アグリポート

●大型トラクター・真空播種機を活用した生産性向上
13 みんなの取り組み広場

思
っ
て
い
ま
す
。
道
青
協
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
情
報
を
頻
繁
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の

も
同
じ
。
地
元
の
農
業
を
積
極
的
に
発

信
し
た
い
し
、
ほ
か
の
地
域
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
気
持
ち
か
ら
で
す
。

今
年
、
北
海
道
の
水
稲
は
９
年
ぶ
り

の
不
作
で
す
が
、
冷
害
は
い
つ
か
巡
っ
て

く
る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
悲
観
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
減
収
に
は
な
っ
た
も
の
の
、

秋
が
干
ば
つ
だ
っ
た
分
、
水
田
が
乾
い
て

い
て
久
し
ぶ
り
に
秋
起
こ
し
で
き
る
。
だ

か
ら
、
来
年
に
備
え
て
前
を
向
い
て
頑

張
り
た
い
。
そ
し
て
、
青
年
部
の
米
担

当
と
し
て
、
少
し
で
も
米
農
家
さ
ん
の

力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●野菜類・花き 2018年の注目17品種
●ドローンによるリモートセンシング
●放牧酪農のプロジェクトで収益を改善
●哺乳ロボット活用アプリで、きめ細かな子牛管理
●サイレージ用とうもろこしの新品種
　「コロサリス」（85 日クラス）のご紹介

25 情報 CLIP 

36 Visual Report
●牛のモニタリングセンサー

37 Agri Square
●読者の皆さんからの声
●アグリポーターREPORT
●読者アンケート Q.副業・副収入は何かありますか？
●アグリ・フォト
●農業なんでも川柳
●読者プレゼント

https://www.facebook.com/ja.doseikyou/
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もうかる農業に向けての 4 レッスン

来年の営農計画を作成する時期になりました。計画は立てて終わり
ではありません。計画と実績のズレ、昨年と今年の違いなど比較し、
検証して改善に結びつけることが大切です。今回の特集は、営農計
画の活用法を探ってみました。

農業経営の
基礎講座
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特
集 

■ 

農
業
経
営
の
基
礎
講
座

 

「
農
業
者
の
多
く
は
ク
ミ
カ
ン
制
度
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
提
に
な
る

の
が
営
農
計
画
で
す
。
こ
れ
は
一
般
企

業
が
銀
行
に
事
業
計
画
を
出
し
、
承
認

を
受
け
て
資
金
を
融
資
し
て
も
ら
う
の

と
同
じ
こ
と
。
企
業
経
営
者
が
運
転
資

金
を
調
達
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
」

　
こ
う
説
明
す
る
の
は
J
A
北
海
道
中

央
会
で
営
農
指
導
を
担
当
す
る
高
柳
泰

斗
さ
ん
。
近
年
は
営
農
計
画
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

 

「
大
規
模
化
が
進
ん
だ
現
在
の
農
業
経

経
営
者
マ
イ
ン
ド
を
さ
ら
に
磨
こ
う

営
で
は
、
土
地
や
機
械
へ
の
大
型
投
資

や
外
部
の
労
働
力
確
保
な
ど
、
以
前
に

比
べ
経
営
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

農
業
者
は
、
農
業
経
営
が
安
定
的
、
か

つ
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、
よ

り
経
営
者
マ
イ
ン
ド
を
磨
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
成
功
の

秘
訣
は
し
っ
か
り
し
た
『
計
画
』
に
あ

り
ま
す
」

　

旧
態
依
然
の
ま
ま
「
去
年
と
同
じ
で

い
い
」「
最
後
に
帳
尻
が
あ
え
ば
い
い
」

と
考
え
て
い
る
と
、
気
付
い
た
ら
収
益

が
縮
小
と
い
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

農業経営の基礎講座 Lesson01
Point

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

営
農
指
導
支
援
セ
ン
タ
ー 

営
農
指
導
課 

高
柳 

泰
斗
さ
ん

営
農
計
画
を
立
て
る
前
の

比
較・検
証
が
重
要
！

毎
年
、作
成
す
る
営
農
計
画
。お
お
ざ
っ
ぱ
に
「
去
年

と
同
じ
で
い
い
」と
考
え
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

計
画
を
立
て
る
前
に
今
年
の
実
績
を
確
認
し
、検
証

し
ま
し
ょ
う
。数
字
に
は
経
営
を
改
善
す
る
ヒ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
隠
れ
て
い
ま
す
。

●前年度の計画と実績を比較・検証し計画を立てる
●ズレが生じた要因を整理して、改善策を講じる
●計画は家族や構成員と協議し、内容を共有する

Lesson01まとめ

変
化
は
数
字
に
表
れ
ま
す
。

計
画
と
実
績
を
比
べ
て
み
る
。ズ
レ
が
生

じ
て
い
る
な
ら
、日
々
の
営
農
を
思
い
出

し
、何
が
原
因
か
つ
き
と
め
る
。そ
し
て
改

善
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
る
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル（
図

１
）を
回
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　

確
か
に
営
農
計
画
作
成
は
大
変
で
す

が
「
一
年
を
振
り
返
っ
て
じ
っ
く
り
検

証
し
、家
族
や
構
成
員
の
方
と
も
話
し
合

い
な
が
ら
、前
向
き
に
計
画
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」と
高
柳
さ
ん
。「
来
年
は
こ
れ
に

挑
戦
し
よ
う
」「
あ
れ
を
試
そ
う
」と
考

え
る
と
、日
々
の
営
農
が
楽
し
く
な
る
計

画
を
立
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

「
数
字
に
強
く
、
技
術
に
明
る
い
。
優

れ
た
農
業
経
営
者
に
は
二
つ
の
能
力
が

求
め
ら
れ
る
」
と
言
う
高
柳
さ
ん
。「
変

化
は
数
字
に
表
れ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
農
薬
代
が
増
え
て
い
る
場

合
、
そ
の
原
因
は
何
か
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
畑
が
変
わ
っ
た
の
に
土
壌

診
断
せ
ず
例
年
通
り
の
肥
料
を
与
え
た

こ
と
で
、
軟
弱
徒
長
気
味
で
病
気
が
増

え
、
そ
の
結
果
、
農
薬
代
が
か
さ
ん
だ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

「
毎
月
の
ク
ミ
カ
ン
報
告
書
を
確
認
し
、

図 1. マネジメントサイクル
❶営農計画を作成→❷計画に沿って営農→❸毎
月のクミカン報告書で進捗を管理し、実績値を
把握→❹計画とズレている場合は、課題を明確
化して改善を図る。

❶計画

Plan

❸検証

Check

❷実践・運用

Do

❹見直し

Action

計
画
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
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農業経営の基礎講座 Lesson02
Point

中
央
農
業
試
験
場

生
産
研
究
部

生
産
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ

主
査・博
士 

白
井 

康
裕
さ
ん

営
農
計
画
を
生
か
す
た
め
に

伝
え
た
い
10
の
こ
と

営
農
計
画
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
。計
画
書
を
日
々
の

経
営
に
フ
ル
活
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。営
農
計
画
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
、中
央
農
業
試

験
場
で
生
産
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に
取
り
組
む
白
井
康

裕
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

家族経営の生産者の場合、生産・購買・営業・経
理など一般の会社組織ならば役割分担している業務
を一人で担わなければなりません。こうした幅広い
仕事を滞りなくこなすため、綿密な「営農計画」が
重要になります。しかし、急に緻密な営農計画を立
てるのはいろいろな業務をこなす生産者にとっては難
しいこともあります。段階的にステップアップするこ
とで着実に経営感覚を身につけましょう（図 1）。

経営計画を考える時、ただ数字が並んでいても、な
にがなにやら分かりませんが、「図」にするとお金の
状況を感覚的に捉えることができます（図 2）。
左から順に
❶ 稼いだお金
❷（その年の生産に）使ったお金と残るお金
❸ 使えるお金（借入金を返した分と使える分）
❹（家計や資金の運用に）使ったお金
❺ 残ったお金
図 2は、収支がプラスの優良な経営といえます。

まずは基本からステップアップ

クミカンの経営データは
「図」で理解する

図 1. 農業経営能力の成長経路
営農計画づくりの土台になるのは農作業の技術の体得。それが
できたらモノの売り買い、さらにお金の管理と、徐々に成長して
いくのが理想的です。後継者に経営を移譲する場合も、この段
階を踏んで少しずつ仕事を任せていくとよいでしょう。

農作業の遂行

資材の購入（買う）

お金の記録（財務）

財産の管理

農産物の販売（売る）

01

02

❶ ❷

❸
❹

❺

お金の流れ

■費用1：肥料費・種苗費・農薬費・飼料費・養畜費・素畜費・生産資材費
■費用2：農業共済掛金・賃料料金・修理費・水道光熱費・営農車両費・租

税公課・諸負担金・その他営業費
■労賃利子：労賃・支払利息

図 2. 経営データ（クミカンなど）の図
クミカンのデータを Excel に入力すると自動的に作成される十勝
農業試験場が開発したシステムで作成。
活用は各地域の JA を通じて中央農業試験場または十勝農業試験
場までお問い合わせください。
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経費
収入

特
集 

■ 

農
業
経
営
の
基
礎
講
座

問
題
経
営
の
場
合

優
良
経
営
の
場
合

農業にはどうしても豊凶変動があります。過去５年の実績のうち
最も穫れた年と最も穫れなかった年を外して、なか３年の平均で
計画をつくるようにしましょう。余力があれば、豊作の年、中庸
な年、不作の年の３パターンで考え「豊作だった場合はこれに
投資しよう」などと、あらかじめ考えておくのもいいでしょう。反
対に経費は多めに見積もって計上するのがポイントです（図 3）。

計画は収入を少なめに
経費を多めに計上03

営農計画

営農計画

実際の値　

実際の値　

営 農 計 画 よりも 実
際には費用が多くか
かっているため利益
が減少している。

営農計画で費用を多
く見積もっているた
め実際の経費は計画
を下回っている。
収入も計画より多い。

図 3. 優良経営と問題経営の違い
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失敗の原因が明らかになった場合「やむを得ないこ
とだったのか」「何かほかの手段があったのか」具
体的に考えることが大切です。
例えば、突然、機械が壊れて修理費がかさんだの
はやむを得ないとしても、故障が多ければ原因を考
えなくてはなりません。大切なのは「失敗して落ち
込む」ではなく「失敗から学び、次の計画に反映さ
せること」です。

営農計画は「クミカンを利用す
る信用保証」のためだけに行
うものではありません。企業が
事業計画に沿って経営を行うよ
うに、計画を目標実現への道
しるべとして活用しましょう。
JAにはクミカンだけでなく、栽
培記録など、さまざまなデータ
があります。地域の優良な経
営内容を経営のお手本として
提示してもらい、自らの経営の
改善点を発見することも可能で
す。

「失敗しない経営」ではなく
「失敗から学ぶ経営」を

営農計画を経営の道しるべに

07

04

クミカンを利用している方には、クミカン報告書が毎
月届いているはず。年末になって収支を確認するの
ではなく、クミカン報告書で、常にチェックすること
が大切です。計画と実績にズレがあったり、前年と
の比較で大きな差が出た場合は、必ず原因があり
ます。今年の震災のように明らかなものは別として、
原因を特定しましょう。このとき、自分に都合が良い
解釈をしないよう注意が必要です。

計画と実績にズレが生じたら
原因の分析を06

本来の営農計画は、目標を達成するためにつくるも
のです。最初は小さな目標からスタートしても構いま
せん。トマトなら１株から何円売り上げを確保しようと
か、今年は小麦を何俵とろうとか、実現できそうな
目標を立て、そのために何をすべきかを意識して計
画をつくりましょう。

計画の前に
自分なりの目標を持つ05

優良経営 自分の経営
比較

図 4. 自分と優良経営者との比較
それぞれの収入額総体を 100 として優良経営と比較することで
目標を具体的に定めることができます。
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優れた経営をしているかどうかは、生産者に「あなた
のところの収量や品質は、この地域で何番目くらいで
すか？」と質問すればすぐに分かるといわれます。これ
は、成績の優秀な経営者ほど、積極的にさまざまな人
たちと交流して、自分の仕事がほかの人と比べてどの
程度なのか、客観的に把握しているからです。
反対に経営改善の余地がある生産者はこれまでのや
り方を重視するあまり、問題点を見過ごしてしまう傾
向があります。

優秀な農業経営者とは08

「農家の生産コストは遺伝する」といわれます。親
の経営手法をそのまま踏襲していることが多いからで
す。これでは良い部分だけでなく、悪い部分も引き
継いでしまうことになります。そうならずに、より良い
経営を行うためには外部の人の意見を参考にできる
かどうかがポイントです。
優秀な経営成果を出している農業者を対象にした調
査では「JA 職員から助言されたことを守ってきた」

優良経営の秘訣は、外部の人の
意見に耳を傾けること10

経営の改善点は一つではありません。そのため、ど
こから手をつけていけばいいのか分からないケースも
多いはずです。その場合は、まずどの作物の、どの
過程に問題があるのか、酪農なら課題は子牛なのか
育成なのか成牛なのかを明らかにして、優先順位を
つけて改善を図ります。あれもこれもいっぺんに取り
組むのはムリなので、着手しやすく改善の効果が大
きいところから始めるのがベストです。

改善は優先順位をつけて実行09

という人が多数いました。ここからも外部の人の意
見を柔軟に吸収し、経営に取り入れていくことが優
良経営につながるのは明らかです。
経営というプライベートなことは相談しづらいかもし
れませんが、生産者のまわりには JAの職員はもち
ろん、普及指導員、我々のような試験場の研究者、
資材や農機メーカーの営業マン、獣医師や授精師な
ど、大勢のプロフェッショナルがいます。「おかしいな」
と思ったら一人で悩まず、早めに相談し、自身の経
営改善に生かしましょう。

08  HOKUREN AGRIPORT 



２
年
前
、月
形
町
に
新
規
就
農
し
た

岸
上
知
明
さ
ん
と
希
央
さ
ん
、二
人
と

も
銀
行
員
か
ら
の
転
職
と
い
う
異
色
の

経
歴
で
す
。最
初
は
米
と
ト
マ
ト
を
つ

く
っ
て
い
る
親
方
の
農
場
で
１
年
間
研
修

し
、育
苗
か
ら
管
理
、収
穫
、出
荷
、片
付

け
ま
で
を
経
験
。２
年
目
は
実
習
農
場
の

ハ
ウ
ス
で
資
材
を
揃
え
な
が
ら
大
玉
ト
マ

ト
を
自
力
で
栽
培
し
、作
業
内
容
や
生

産
量
な
ど
の
目
安
を
つ
か
み
ま
し
た
。

そ
し
て
3
年
目
。
農
業
経
営
者
と
し

て
自
立
。
譲
り
受
け
た
80
a
の
農
地
に

ハ
ウ
ス
を
建
て
、
月
形
特
産
品
の
カ
ン

ロ
、
夏
場
は
大
玉
ト
マ
ト
を
栽
培
、
畑

で
は
カ
ボ
チ
ャ
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
し

か
し
、思
っ
た
よ
う
な
収
入
に
は
届
か
ず
、

４
年
目
、
ト
マ
ト
に
秋
に
収
穫
で
き
る

遅
植
え
の
低
段
密
植
栽
培
を
導
入
。
高

収
益
を
期
待
し
塩
水
を
使
っ
た
フ
ル
ー
ツ

ト
マ
ト
に
も
挑
戦
。
夏
場
の
収
穫
期
に

は
知
明
さ
ん
の
両
親
に
も
手
伝
っ
て
も
ら

う
な
ど
余
力
の
な
い
忙
し
さ
で
し
た
が
、

ま
だ
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
ト
マ
ト
は
10
a
当
た
り
10
ト
ン
と
い

う
収
量
も
ク
リ
ア
し
て
い
た
し
、
年
中

び
っ
ち
り
作
業
し
て
い
た
の
で
本
数
を
増

や
す
余
力
は
無
い
と
判
断
し
ま
し
た
」

そ
こ
で
５
年
目
の
今
年
、
大
玉
ト
マ

ト
を
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
変
え
て
栽
培
。
売
り

安
定
し
た
経
営
に
向
け
試
行
錯
誤

岸上知明さんは旭川市出身。大学卒業後、道内の銀
行に就職して「中小企業診断士」の資格を取得。融
資担当として働いていました。妻の希央さんは札幌
市出身。職場で知明さんと出会い、結婚後も子育て
しながら銀行員の仕事を続けてきましたが、知明さ
んの夢を応援しようと退職。一緒に研修を経て月形
に来て 3 年目、譲り受けた 80a の農地にハウスを建
てて農業経営者として自立。

農業経営の基礎講座 Lesson03
Point

月
形
町

岸
上 

知
明
さ
ん・希
央
さ
ん

計
画
を
立
て
る
た
め
に

ま
ず
記
録
す
る

初
め
て
農
業
経
営
に
取
り
組
む
新
規

就
農
者
は
、ど
の
よ
う
に
営
農
計
画

を
組
み
立
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。銀
行

員
を
や
め
、2
年
間
の
研
修
を
経
て

２
０
１
６
年
に
月
形
町
で
就
農
し
た
岸

上
知
明
さ
ん
・希
央
さ
ん
ご
夫
婦
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

小規模でも
利益を

Case Study
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上
げ
を
去
年
の
1.8
倍
に
伸
ば
す
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。

「
町
内
に

 

J
Ａ
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
選
果
場

が
あ
る
の
で
、
選
果
と
箱
詰
め
作
業
を

省
け
る
。
収
穫
作
業
で
手
間
の
か
か
る

ミ
ニ
ト
マ
ト
で
も
、
大
玉
ト
マ
ト
と
同
じ

本
数
を
管
理
で
き
ま
し
た
」
と
知
明
さ

ん
。
試
行
錯
誤
し
て
き
た
中
、「
少
し

目
途
が
た
っ
て
き
た
か
な
」
と
安
堵
の

表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。

知
明
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
５
年
間
、
毎

日
ど
ん
な
作
業
を
し
た
の
か
記
録
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

冬
の
間
に
来
年
の
営
農
計
画
を
組
み
立

て
、
一
日
単
位
の
細
か
な
作
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
作
る
そ
う
で
す
。

「
も
ち
ろ
ん
計
画
と
実
績
に
ズ
レ
が
生

じ
ま
す
が
、
そ
の
つ
ど
修
正
を
図
り
ま

す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
方
は
頭
の
中
で
組
み
立

て
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
け
ど
、私
の
場
合
、

来
週
に
は
ア
レ
が
あ
る
か
ら
今
週
は
コ
レ

を
し
な
い
と
、
と
確
認
し
な
が
ら
進
め

る
感
じ
で
す
」

細
か
く
作
業
記
録
を
つ
け
る
こ
と
で
、

目
一
杯
忙
し
い
時
期
と
余
力
の
あ
る
時

期
が
分
か
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

「
い
っ
と
き
忙
し
く
て
手
が
回
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
全
部
の
作
物
を
ダ
メ

に
し
て
し
ま
う
。
計
画
を
つ
く
る
時
も

『
絶
対
に
ム
リ
を
す
る
な
』
と
言
う
親
方

の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
」

就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援
す
る

５
年
間
の
給
付
金
※
を
受
け
ら
れ
る
の

は
あ
と
２
年
。
そ
の
間
に
売
り
上
げ
を

特
集 
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農
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経
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礎
講
座

記
録
に
基
づ
い
た
作
業
計
画
づ
く
り

小
規
模
で
も
成
り
立
つ
経
営
に

Excel ソフトで品目別に売り上げと
経費を管理。ガソリン代など共通経
費は売り上げに応じて按分し、品目
ごとの収益を分析して、翌年の営農
計画に反映させています。

●毎日の作業について細かく記録する
●蓄積した作業記録に基づき無理のない計画をつくる
●品目別に収益を分析して、翌年の計画に活用する

Lesson03まとめ

も
ち
ろ
ん
、計
画
と
実
績
に
ズ
レ

が
生
じ
ま
す
が
、そ
の
つ
ど
修
正

を
図
り
ま
す
。

ア
ッ
プ
し
、
経
営
を
安
定
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
農
業
は
何
を
つ
く
る
か
も
、
い
つ
ど
ん

な
作
業
を
す
る
か
も
生
産
者
の
自
由
。

お
も
し
ろ
い
反
面
、
キ
ツ
さ
も
あ
る
。

全
部
ひ
っ
く
る
め
て
楽
し
ん
で
や
っ
て
る

つ
も
り
で
す
」
と
知
明
さ
ん
。
当
面
は

今
の
面
積
（
80
a
）
で
経
営
を
成
り
立

た
せ
る
の
が
目
標
で
す
。

 

一
方
で
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
高
齢

化
や
後
継
者
難
の
中
、
地
域
を
守
っ
て

い
る
先
輩
の
方
々
を
間
近
で
見
て
「
共

同
化
な
の
か
法
人
化
な
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
も

生
か
し
北
海
道
農
業
の
あ
り
方
に
、
当

事
者
と
し
て
関
わ
っ
て
み
た
い
」
と
意
欲

的
で
す
。

※
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金（
旧
青
年
就
農
給
付
金
）

10  HOKUREN AGRIPORT 



岩
見
沢
市
北
村
の
豊
里
地
区
で
「
農

業
経
営
活
性
化
協
議
会
」が
設
立
さ
れ

た
の
は
今
か
ら
20
年
前
。米
だ
け
に
依
存

せ
ず
、麦
や
大
豆
を
導
入
し
て
「
空
知

型
輪
作
体
系
」を
確
立
す
る
の
が
目
的

で
し
た
。当
初
は
技
術
向
上
の
た
め
の
活

動
が
中
心
で
し
た
が
、11
年
前
に
「
経

営
部
会
」が
誕
生
。経
営
改
善
を
図
る
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
メ
ン
バ
ー
の
経
営
情
報
を
集
約
し
、

地
域
の
標
準
と
比
べ
て
収
量
が
多
い
の

か
、
経
費
を
掛
け
す
ぎ
な
の
か
、
ま
ず

は
自
分
の
ク
セ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
同

協
議
会
の
会
長
を
務
め
る
伊
藤
浩
光
さ

ん
。「
財
布
の
中
身
を
み
ん
な
に
見
せ
る

よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
最
初
は
抵
抗

あ
り
ま
し
た
よ
」
と
打
ち
明
け
ま
す
。

経
営
部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
毎
年
12
月

に
集
ま
り
、
品
目
別
に
収
量
と
か
か
っ

た
経
費
（
資
材
・
農
薬
・
肥
料
な
ど
）

を
中
央
農
試
が
開
発
し
た
エ
ク
セ
ル
フ
ァ

イ
ル
に
入
力
し
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
は

簡
単
に
入
力
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た

も
の
。
中
央
農
試
の
生
産
シ
ス
テ
ム
グ

ル
ー
プ
が
こ
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、

3
月
に
報
告
会
を
行
い
ま
す
（
図
１
）。

自
分
の
ク
セ
に
気
づ
く
こ
と
か
ら

地
域
の
平
均
値
と
比
較

豊里農業経営活性化協
議会の会長を務める伊
藤 浩 光 さ ん と（ 写 真
左）、JA いわみざわ農
業振興部門 部門長の
中道克己さん（写真右）。

豊里農業経営活性化協議会の勉強会。メンバーはグループ
LINE を使って密に連絡をとっています。

図 1. 経営情報共有化の流れ

農業経営の基礎講座 Lesson04
Point

岩
見
沢
市 

北
村

豊
里
農
業
経
営
活
性
化
協
議
会

経
営
部
会

経
営
の
ク
セ
に

気
付
く
こ
と
が
大
切

生
産
者
が
「
経
営
部
会
」を
組
織
し
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
経
営
改
善
を
目

指
し
て
い
る
岩
見
沢
市
北
村
の
豊
里

農
業
経
営
活
性
化
協
議
会
。ど
の
よ
う

な
方
法
で
実
践
し
て
い
る
の
か
、取
材

し
ま
し
た
。

01. メンバーが経営状況を入力

02. 中央農試の生産システムグループが分析

03. データをグラフ化し、報告

⇒
⇒

地域全体で
経営改善

Case Study
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図 2. 分布グラフの 例：大豆の農薬費の特徴
縦軸は製品単収（kg/10a）、横軸は 10a 当た
り農薬費（千円 /10a）
○印は経営部会メンバーの分布。十字の真ん
中が平均値。四分割された左上は収量が多く
経費が少ない優良な経営。右下は収量が少な
く経費が多いので栽培方法などの改善を行う
ことで優良経営に近づけていく。

地
域
全
体
で
所
得
の
向
上
を

分
析
結
果
の
報
告
書
で
は
、
品
目
別

に
費
用
の
平
均
値
と
メ
ン
バ
ー
の
実
数

値
が
分
か
り
や
す
く
分
布
グ
ラ
フ
に
整

理
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
2
）。
個
人
名
は

出
ま
せ
ん
が
、
本
人
は
自
分
の
位
置
づ

け
が
ひ
と
目
で
分
か
る
仕
組
み
で
す
。

「
収
量
は
標
準
以
上
だ
け
れ
ど
人
よ
り

余
計
に
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
と
か
、
小

麦
は
い
い
け
ど
大
豆
は
苦
手
、
肥
料
に

金
を
か
け
す
ぎ
て
い
る
な
ど
、
経
営
の
ク

セ
が
は
っ
き
り
把
握
で
き
ま
す
」
と
伊

藤
さ
ん
。
一
人
よ
が
り
に
な
り
が
ち
な

経
営
を
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
の
経
営
の
弱
点
が
明
ら
か
に
な
っ

た
ら
、
稲
作
部
会
や
畑
作
部
会
な
ど
で

あ
ら
た
め
て
適
正
な
管
理
を
学
び
、
営

農
計
画
に
も
反
映
さ
せ
て
、
経
営
の
改

善
を
目
指
し
ま
す
。
年
を
重
ね
る
ご
と

に
生
産
技
術
が
平
準
化
し
、
地
域
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
部
会
の
分
析
結
果
で
、

機
械
や
設
備
投
資
の
負
担
が
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
コ
ス
ト
低
減
の
話
し
合
い
も

活
発
化
し
ま
し
た
。
機
械
の
共
同
利
用

は
も
ち
ろ
ん
、
収
穫
や
乾
燥
作
業
を
受

託
す
る
法
人
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
経

営
の
あ
り
方
を
見
直
す
取
り
組
み
も
さ

か
ん
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
経
営
分
析
の
必
要
性
へ

の
理
解
が
広
が
り
、
近
隣
の
赤
川
地
区
、

豊
正
地
区
と
も
連
携
。
地
区
ご
と
の
違

い
も
分
析
し
て
公
開
す
る
な
ど
、
活
動

は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
収
穫
作

業
の
受
託
の
際
、
単
収
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
刈
り
取
り
の
日
程
を
決
め
る
な

ど
、ま
だ
ま
だ
活
動
が
で
き
そ
う
で
す
。

豊
里
地
域
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
始
め
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

伊
藤
さ
ん
は
「
生
産
者
だ
け
で
は
な
く
、

農
協
や
普
及
セ
ン
タ
ー
や
試
験
場
な
ど

関
係
機
関
を
巻
き
込
ん
で
始
め
る
こ
と

が
大
事
」
と
強
調
し
ま
す
。
ま
た
「
償

還
金
な
ど
は
度
外
視
し
て
単
年
度
の
収

入
と
経
費
で
考
え
る
」「
最
初
か
ら
細

か
い
数
値
の
入
力
を
要
求
せ
ず
段
階
を

踏
ん
で
い
く
」「
参
加
を
強
制
し
な
い
」

こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
と
の
こ
と
。

Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ
の
中
道
克
己
さ
ん
は

「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
経
営
が
悪
化
し

た
場
合
に
す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、

豊
里
の
経
営
部
会
は
所
得
向
上
を
目
指

し
て
日
ご
ろ
か
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
の

が
素
晴
ら
し
い
」
と
賞
賛
す
る
と
と
も
に

「
協
議
会
を
通
じ
て
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
ま
で
活
発
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
風
土
が
あ
る
の
は
、
後
継
者
な
ど
も

心
強
い
は
ず
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

参
加
は
強
制
し
な
い
こ
と

同じ地域の仲間と比較することで自分の弱点を発見できる

10a当たり肥料費（千円/10a）
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0
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10a当たり農薬費（千円/10a）

50
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0
0 5 10 15

平均値 平均値

優良
経営 優良

経営

要改善要経営改善

豊
里
の
経
営
部
会
は
所
得
向
上

を
目
指
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
る

の
が
素
晴
ら
し
い
。

●地域で経営状況を共有すると自分の経営の弱点がわかる
●弱点は各部会の活動で学び改善を図る
●地域ぐるみのコスト低減につなげる

Lesson04まとめ
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Hokuren area Reportみんなの取り組み広場
O
bihiro

Hokuren area Report

帯
広
支
所

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー・真
空
播
種
機
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上

こ
の
取
り
組
み
の
目
的
は
、「
精
密

走
行
で
き
る
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー
」と

「
作
業
性
に
優
れ
、播
種
精
度
が
高
い
真

空
播
種
機
※
１
」を
組
み
合
わ
せ
た
作
業

で
、収
量
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

三
菱
農
機
販
売
株
式
会
社
の
協

力
を
得
て
使
用
し
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

（
P
u
m
a
1
6
0
：
1
6
0
馬
力
）

に
は
、G
N
S
S
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
自
動

操
舵
補
助
装
置
を
搭
載
。ホ
ク
レ
ン
の
低

コ
ス
ト
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
補
正
信
号
を

活
用
し
て
操
作
し
、高
い
精
度
で
の
自
動

走
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、真
空
播
種
機
は
ビ
コ
ン
ジ
ャ
パ

ン
の
機
器
を
使
用
し
、I
イ

ソ

バ

ス

S
O
B
U
S

※
2
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
制
御
し
ま
し

た
。今
回
使
用
し
た
機
器
の
場
合
は
、次

の
作
業
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

①
そ
れ
ぞ
れ
の
播
種
ユ
ニ
ッ
ト
※
３
が
、

播
種
す
る
位
置
（
場
所
）を
自
動
で
認

識
し
て
播
種
。

②
１
反
当
た
り
の
播
種
量
と
畦
間
を
設

定
す
る
こ
と
で
、自
動
的
に
株
間
を
計
算

し
て
播
種
。

③
千
鳥
播
種
（
写
真
2
）。

④
セ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
※
4

と
G
N
S
S
の
位
置
情
報
に
よ
り
、ト

ラ
ク
タ
ー
が
重
複
走
行
し
た
地
点
で
も

播
種
は
重
複
し
な
い
（
写
真
3
）。

⑤
播
種
ユ
ニ
ッ
ト
を
油
圧
で
動
か
す
こ
と

で
畦
間
を
45
〜
80㎝
の
間
で
設
定
で
き
る

た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
作
物
で
使
用
で
き
る
。

自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー
と

真
空
播
種
機

※
１ 

播
種
板
が
種
を
真
空
圧
で
つ
か
む
た
め
、
ト
ラ

ク
タ
ー
が
高
速
走
行
（
約
８
〜
10
㎞/

ｈ
）
し

て
も
一
粒
ず
つ
正
確
に
播
種
で
き
る
。

※
２ 

農
業
機
械
間
の
情
報
通
信
の
国
際
規
格
。
メ
ー

カ
ー
が
異
な
る
機
械
で
も
相
互
接
続
が
可
能
に

な
る
。

※
３ 

播
種
す
る
部
位
。
写
真
１
の
機
器
は
六
つ
の
ユ

ニ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

※
４ 

そ
れ
ぞ
れ
の
播
種
ユ
ニ
ッ
ト
を
独
立
し
て
制
御

す
る
機
能
。

ホ
ク
レ
ン
帯
広
支
所
で
は
、士
幌
町
農
協
、畜
産
試
験
場
、十
勝
北
部

普
及
セ
ン
タ
ー
、三
菱
農
機
販
売
株
式
会
社
、株
式
会
社
ビ
コ
ン
ジ
ャ
パ

ン
と
連
携
し
、I
C
T
技
術
と
真
空
播
種
機
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

作
物
の
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

写真 1. 真空播種機（ビコンジャパン Multicorn DP Ⅱ・6 畦タイプ）による播種作業の様子と
ISOBUS コントローラー（ISO Match Tellus）（左上）
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写真 3. セクションコントロール機能と GNSS の位置情報を活用して緑肥用ひまわりで描いたフィールドアート

写真 4. 小豆の試験区の様子（左）と作付け依頼のチラシ（右）

area Reportホクレン各支所営農支援室から地域でのさまざまな取り組みや情報をお届けします。

平
成
29
年
度
は
、飼
料
用
と
う
も
ろ

こ
し
の
狭
畦
栽
培
（
千
鳥
播
種
）で
の
収

量
性
を
確
認
す
る
現
地
実
証
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。平
成
30
年
度
は
、1
台
の

真
空
播
種
機
で
種
類
の
異
な
る
作
物
の

播
種
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
。直
播

の
て
ん
菜
を
皮
切
り
に
、飼
料
用
と
う
も

ろ
こ
し
、大
豆
、小
豆
、金
時
、緑
肥
用
ひ

ま
わ
り
の
播
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

2
カ
年
の
現
地
実
証
試
験
の
結
果
、

①
非
常
に
高
精
度
な
播
種
が
で
き
る
。

②
1
台
の
真
空
播
種
機
で
さ
ま
ざ
ま
な

作
物
の
播
種
が
で
き
る
。

③
大
型
作
業
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
作
業

時
間
を
短
縮
で
き
る
。

こ
と
な
ど
を
実
証
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、生
産
性
向
上
が
期
待
さ
れ

る
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
狭
畦
栽
培

と
小
豆
の
密
植
栽
培
の
実
証
試
験
を
継

続
す
る
予
定
で
す
。

特
に
小
豆
は
、
近
年
の
面
積
減
少
に

加
え
昨
年
の
台
風
の
被
害
が
追
い
打
ち

を
か
け
、
供
給
量
が
著
し
く
減
少
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
ホ
ク
レ
ン
帯
広
支
所

で
は
、主
産
地
と
し
て
の
生
産
・
流
通
・

消
費
の
安
定
を
目
的
と
し
た
作
付
面
積

写真 2. 平成 29 年度飼料用とうもろこしの試験圃場（左）と狭畦栽培の千鳥播種の様子（右）

の
拡
大
推
進
を
進
め
て
い
ま
す
（
写
真

4
）。真
空
播
種
機
の
活
用
で
播
種
量
を

抑
制
し
生
産
費
を
圧
縮
す
る
こ
と
や
、

密
植
に
よ
る
最
下
着
莢
位
置
を
高
め
る

こ
と
で
ロ
ス
の
少
な
い
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
効
な
技
術
で
あ
る
こ
と
を
確
認

今
後
も
生
産
性
向
上
を
目
指
し
て

狭畦栽培区
（畦間45㎝）

慣行栽培区
（畦間75㎝）
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01

Variety &
Technology

Category    土壌改良

Writer

品種・技術
ここがポイント！

POINT

道総研 北見農業試験場 研究部 生産環境グループ 主査（栽培環境）　小野寺 政行
（現 道南農業試験場 研究部 生産環境グループ 研究主幹）

畑の生産力アップ！冬に土を凍らせる

●冬に土を凍らせることは（約 30cm 程度）、土壌の理化学性や
作物の生産性にも良い影響を与えます。

深
さ
30 

㎝
ま
で
土
を
凍
ら
せ
る
と
、

①
春
の
土
の
こ
な
れ
（
砕
土
性
）が
良
く

な
り
、耕
う
ん
回
数
を
減
ら
せ
る（
図
1
）。

②
低
地
土
や
泥
炭
土
で
透
水
性
向
上
効

果
が
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

③
凍
結
層
が
融
雪
水
の
浸
透
を
抑
え
る

た
め
養
分
（
窒
素
成
分
）
が
よ
り
多
く

残
る
（
図
２
）。

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
発
揮
さ
せ

る
に
は
、
土
壌
凍
結
が
深
す
ぎ
て
も
ダ

メ
で
、
深
さ
30 

㎝
を
目
標
に
す
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
凍
結
促
進
の
手
法

と
し
て
は
、
十
勝
地
域
で
普
及
し
て
い

る
雪
割
り
だ
け
で
な
く
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
雪
踏
み
（
写
真

１
右
）で
も
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
壌
の
理
化
学
性
な
ど
の
性

質
が
総
合
的
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
で
、

土
壌
凍
結
を
30 

㎝
程
度
ま
で
促
進
し
た

場
合
に
各
種
作
物
の
収
量
が
向
上
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
4
月
下
旬
に
播
種
し

た
直
播
て
ん
菜
で
は
、
天
候
不
順
時
の

地
温
上
昇
の
遅
れ
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と

土
壌
凍
結
促
進
に
よ
り

土
壌
理
化
学
性
が
向
上

十
勝
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
な
ど
は
、
寒
冷

で
積
雪
が
少
な
く
道
内
で
も
土
壌
凍
結

の
多
い
地
域
で
す
が
、
1
9
8
0
年
代

後
半
以
降
、
早
い
時
期
に
ま
と
ま
っ
た

雪
が
降
る
こ
と
で
（
初
冬
の
積
雪
量
増

加
）、深
く
ま
で
凍
ら
な
い
年
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
馬
鈴
し
ょ
跡
地
で
野
良

イ
モ
（
収
穫
残
の
イ
モ
が
翌
年
雑
草
化

し
た
も
の
）
の
増
加
を
招
き
、
後
作
物

の
生
育
阻
害
や
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
、
土

壌
病
害
等
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
抜
き

取
り
作
業
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
雪
割
り
（
写

真
１
左
）
に
よ
り
深
さ
30㎝
を
目
標
に
土

を
凍
ら
せ
て
イ
モ
を
死
滅
さ
せ
る
技
術

と
、
こ
れ
を
支
援
す
る
土
壌
凍
結
深
推

定
計
算
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
※
１
、十

勝
地
域
を
中
心
に
急
速
に
普
及
し
て
い

ま
す
（
推
定
普
及
面
積
5
0
0
0
ha
）。

そ
の
後
の
研
究
※
２
で
、
冬
に
土
を

凍
ら
せ
る
こ
と
は
、
野
良
イ
モ
対
策
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
土
壌
理
化
学
性
や

作
物
の
生
産
性
（
収
量
）
に
も
良
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

土壌凍結深制御技術による畑地の生産性向上

写真 1. 雪割り( 左 )および雪踏み( 右 )
により土壌凍結を促進させる様子（通
常、雪割りはＶ羽根、雪踏みはタイヤ
ローラーを使用）

※
１
「
土
壌
凍
結
深
の
制
御
に
よ
る
野
良
イ
モ
対
策

技
術
」
平
成
25
年
普
及
推
進
事
項

※
２
「
土
壌
凍
結
深
制
御
技
術
に
よ
る
畑
地
の
生
産

性
向
上
」
平
成
30
年
指
導
参
考
事
項

小野寺 政行さん profile：弘前大学農学部卒業後、平成 3 年より中央農試に勤務、北見農試などを経て、平成
30 年 4 月より現職。主に園芸作物や畑作物の土壌・肥培管理に関する研究を担当。

土
壌
凍
結
促
進
で

畑
の
生
産
力
が
ア
ッ
プ

天然の断熱材である雪を、雪割
りで「取り除く」、または雪踏み
で「薄くする」と、土の熱が大
気へ逃げ、土は凍ります。
凍らせる深さは、雪割りや雪踏
みの実施時期や回数を調節して
制御します。
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図 3. 土壌凍結促進が作物の生産性に与える影響

な
り
、
効
果
が
表
れ
に
く
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
（
図
３
）。

●
本
技
術
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
十
勝
の
他
、

12
〜
2
月
の
平
均
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
５
℃

以
下
の
地
域
に
適
用
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
多
雪
地
帯
で
は
窒
素
溶
脱
を
抑
制

す
る
効
果
が
少
な
く
、
生
産
性
向
上
効

果
が
小
さ
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
多
肥
栽
培
は
土
壌
凍
結
促
進
に
よ
る

生
産
性
向
上
効
果
を
小
さ
く
し
、
品
質

低
下
（
て
ん
菜
根
中
糖
分
、
馬
鈴
し
ょ

で
ん
粉
価
等
）
や
軟
腐
病
助
長
な
ど
の

弊
害
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
窒

素
成
分
は
北
海
道
施
肥
ガ
イ
ド
を
参
考

に
、
地
力
に
応
じ
た
適
正
量
を
施
肥
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
土
壌
凍
結
を
促
進
す
る
と
、
融
雪
後

の
地
温
上
昇
と
土
の
乾
き
が
遅
れ
る
た

め
、
早
期
（
4
月
中
旬
以
前
）
に
播
種

す
る
作
物
に
は
こ
の
技
術
の
導
入
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

凍
結
深
を
測
定
す
る
方
法
や
、
地
域

や
作
業
時
期
等
か
ら
推
定
す
る
シ
ス
テ

ム
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

普
及
セ
ン
タ
ー
、
試
験
場
な
ど
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図１. 土壌凍結促進による砕土性向上効果
　　※砕土率は土塊 20mm 以下の割合

図 2. 土壌凍結深と窒素残存率の関係（2015/16 年）
注1）窒素残存率（％）= 融雪後の無機態窒素量（kg/10a）/ 前

年11 月の無機態窒素量（kg/10a）×100
注2）同一試験地における調査結果を線で結んで表示。青線は黒

ボク土、赤線は非黒ボク土（低地土・泥炭土）を示す。

Variety & Technology ●  品種・技術ここがポイント

適
用
す
る
地
域
と
留
意
点

試験区 無処理 凍結促進 無処理 凍結促進

土壌凍結深 （10±8cm） （29±7cm） （13±9cm） （31±7cm）

土壌タイプ 黒ボク土系列 低地土・泥炭土系列

試験例数 （n=10） (n=12)

100

80

60

40

20

0

砕
土
率（
％
）

標準偏差
春耕前
整地後

100

80

60

40

20

10 20 30 40

200

180

160

140

120

0

０
ー
40
㎝
土
層
の
窒
素
残
存
率（
％
）

最大凍結深（cm）

試験区 無処理 凍結促進 無処理 凍結促進 無処理 凍結促進 無処理 凍結促進 無処理 凍結促進 無処理 凍結促進 無処理 凍結促進

土壌凍結深 （8±4cm） （38±11cm） （19±9cm） （32±3cm） （11±8cm）（32±3cm） （4cm） （38cm） （8±4cm）  （38±11cm）（11±9cm） （36±2cm） （23±0cm） （33±3cm）

供試作物 大豆 てん菜（移植栽培） てん菜（直播栽培） 生食用馬鈴しょ スイートコーン 玉ねぎ（移植栽培） 人参（晩春まき）

収　　量 総収量 糖量 糖量 規格内収量 総収量 規格内収量 規格内収量

試験例数 （農試,n=3） （現地,n=2） （農試,n=3） （現地,n=1） （農試,n=3） （農試,n=3） （現地,n=2）

120

95
100
105
110
115

90

収
量
比（
％
）

最大値

最小値

100 100 100

99

100 107 109100 100 100110 113
＊＊ ＊＊ ＊

109
＊

114
＊

※凍結促進区：農試試験は短期除雪区の 3 カ年の結果、現地実証試験は最大凍結深が 30 ～ 40cm の試験地の結果のそれぞれ平均値
※棒グラフ上の数値の右上に添えた＊、＊＊はそれぞれ 5％、1％水準で有意差のあることを示す。
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Variety &
Technology

品種・技術
ここがポイント！

Category    肥料

Writer

POINT

ホクレン　肥料農薬部　技術普及課

肥料の基礎知識③ ～窒素～

●窒素は作物にとって最も重要な肥料成分です。その役割や、
　土壌中の形態、窒素肥料の特長を知り上手に活用しましょう。

一部アミノ酸等は
吸収される

水稲などは主として
アンモニア態窒素を
吸収する

土壌中の
窒素形態 無機化 硝酸化成

作物の吸収
（利用）しやすさ

有機態窒素 アンモニア態
窒素（AN）

無機態窒素
流亡しやすい

多くの作物で
吸収

しやすい

●尿素
●有機質肥料
●たい肥
●複合肥料

●硫安
　（硫酸アンモニア）
●塩安
　（塩化アンモニア）
●複合肥料

●硝酸カルシウム
●チリ硝石
　（硝酸ナトリウム）
●複合肥料

代表的な肥料

硝酸態
窒素（NN）

窒
素
は
肥
料
の
３
要
素
（
窒
素
・
リ

ン
酸
・
カ
リ
）
の
一
つ
で
、
作
物
の
生
育

に
最
も
重
要
な
元
素
で
す
。
作
物
中
で

は
タ
ン
パ
ク
質
、
ア
ミ
ノ
酸
、
葉
緑
素
、

酵
素
、
ホ
ル
モ
ン
物
質
な
ど
の
主
要
な

成
分
で
、作
物
の
体
づ
く
り
や
生
体
反
応

（
生
育
、
養
分
吸
収
、
光
合
成
な
ど
を

促
進
す
る
働
き
）に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

作
物
が
窒
素
を
適
切
に
吸
収
す
る
こ
と

で
、茎
葉
や
根
の
生
育
が
良
好
と
な
り
、

葉
の
緑
色
が
濃
く
養
分
吸
収
も
盛
ん
と

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
窒
素
は
多
す
ぎ
て
も
少
な

す
ぎ
て
も
作
物
に
悪
い
影
響
を
与
え
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
（
表
1
）。
過
剰

な
窒
素
投
入
は
ひ
か
え
、
土
壌
診
断
等

に
基
づ
い
て
適
正
量
を
施
肥
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
作
物
の
窒
素
吸

収
の
程
度
は
葉
色
な
ど
の
生
育
状
況
に

も
あ
ら
わ
れ
ま
す
。秋
ま
き
小
麦
で
は
、

茎
数
や
葉
色
で
窒
素
追
肥
量
を
調
節
す

る
施
肥
法
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

土
壌
中
の
窒
素
は
、
い
く
つ
か
の
元

素
が
結
び
つ
い
た
化
合
物
の
か
た
ち
で
存

在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
作
物
に
吸

収
さ
れ
や
す
い
の
は
ア
ン
モ
ニ
ア
や
硝
酸

の
よ
う
な
（
無
機
態
）
窒
素
で
す
。
土

作
物
に
と
っ
て
の
窒
素
の
役
割

土
壌
中
の
窒
素

表１. 窒素の欠乏症状・過剰症状

図１. 土壌中での窒素の形態

窒素欠乏 窒素過剰

●全体が淡緑色、葉が黄化
●根の伸長抑制、生育低下 生育への影響 ●葉が濃緑色、過繁茂

●軟弱化、抵抗性低下

●子実の品質、収量低下 収量への影響 ●水稲の食味低下（高タンパク化）
●果菜、根菜、果実の品質低下
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リ
性
土
壌
に
蓄
積
し
た
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒

素
が
、急
激
な
温
度
上
昇
で
ガ
ス
化
し
、

作
物
に
障
害
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
の

で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

窒
素
質
肥
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
肥
効

の
速
さ
や
施
肥
後
の
土
壌
へ
の
影
響
な

ど
の
特
長
を
踏
ま
え
て
使
う
こ
と
が
大

切
で
す
（
表
2
）。
肥
料
袋
や
フ
レ
コ
ン

の
保
証
票
に
は
「
窒
素
全
量
」「
ア
ン

モ
ニ
ア
態
（
性
）
窒
素
」「
硝
酸
態
（
性
）

窒
素
」
な
ど
に
分
け
て
、
そ
の
種
類
や

量
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
2
）。

例
え
ば
、
硝
酸
態
窒
素
の
割
合
が
高

い
肥
料
は
作
物
に
窒
素
成
分
が
速
く
吸

収
さ
れ
る
た
め
、
初
期
生
育
の
促
進
や

追
肥
時
の
速
い
肥
効
が
期
待
で
き
ま
す
。

な
お
、
畑
作
等
で
よ
く
聞
か
れ
る
「
硫

安
と
尿
素
の
ど
ち
ら
が
速
効
き
か
？
」

に
つ
い
て
、
尿
素
は
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

へ
の
無
機
化
を
経
る
の
で
遅
く
な
る
印

象
が
あ
り
ま
す
が
、
土
壌
の
Ｅ
Ｃ
※
を

高
め
な
い
の
で
硝
酸
化
成
の
速
さ
が
硫

安
よ
り
優
り
、
肥
効
も
速
く
な
り
ま
す
。

肥
効
の
速
さ
は
、
地
温
や
降
雨
な
ど
に

も
影
響
さ
れ
ま
す
。

Variety & Technology ●  品種・技術ここがポイント

壌
中
の
腐
植
や
た
い
肥
等
の
有
機
物
に

含
ま
れ
る
（
有
機
態
）
窒
素
は
、
微
生

物
（
ア
ン
モ
ニ
ア
化
成
菌
な
ど
）
に
よ
っ

て
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
ま
で
分
解
（
無
機

化
）
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
畑
土
壌
で
は

ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
が
微
生
物
（
硝
酸

化
成
菌
）
に
よ
っ
て
さ
ら
に
硝
酸
態
窒
素

に
ま
で
変
化
し
ま
す
（
図
１
）。

硝
酸
態
窒
素
は
多
く
の
作
物
に
と
っ
て

最
も
吸
収
し
や
す
い
で
す
が
、流
亡
し
や

す
く
地
下
水
汚
染
な
ど
環
境
負
荷
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。一
方
、ア
ン
モ
ニ
ア
態

窒
素
は
土
壌
中
で
保
持
さ
れ
や
す
い
も

の
の
、施
設
栽
培
で
は
、中
性
や
ア
ル
カ

窒
素
質
肥
料
の
特
長
を

踏
ま
え
た
活
用

表２. 主な窒素質肥料の特長

写真 . 主な窒素質肥料

※
Ｅ
Ｃ
…
電
気
伝
導
度
（
肥
料
養
分
の
蓄
積
度
合
を

表
す
）

品　名 窒素の形態 保証成分
（ホクレン取扱）

肥効（硝酸化成）
の速さ 副成分 土壌 pHへの影響 備　考

硫安
アンモニア態

21% 速い 硫酸 硫酸イオンが
残り酸性化 ●安価で多くの場面で利用される

塩安 25% やや速い 塩素 塩化物イオンが
残り酸性化 ●ECを高めやすい

硝酸
カルシウム

硝酸態
14% 速い

（最初から硝酸態）
カルシ
ウム 影響しない ●吸湿性が高い

●玉ねぎ等の追肥に利用される

チリ硝石 15.7% 速い
（最初から硝酸態）

ナトリ
ウム 影響しない ●てん菜用肥料に含まれる

尿素

有機態

46% 速い 影響しない
●窒素成分が最も高い
●吸湿性が高い　●ECを高めない
●水に溶けやすく葉面散布にも利用される

たい肥
有機質肥料 ※ 遅い ※ 影響しない

●窒素成分は化学肥料より低い
※窒素成分や副成分は、有機物の種類
により異なる

硫安 塩安 尿素

図２. 保証票の記載例と窒素成分の見方

アンモニア性（AN）
7.0％

硝酸性（NN）
1.5％

尿素
1.5％

窒素全量（TN）=10%

アンモニア性窒素・硝酸性窒素を除く
窒素=尿素や有機態窒素（　　　　　　  ）
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Variety &
Technology

Category    飼料

Writer
品種・技術
ここがポイント！

表１. 体の維持と産乳に要するカルシウム養分量表２. カルシウム源の成分含量および乳牛の吸収率

POINT

ホクレン　畜産生産部　生産技術課

乳牛に必要なミネラル～泌乳期中のカルシウム

乳牛にはカルシウムをはじめとしたミネラル給与が大切です。

よ
う
に
し
た
り
、
骨
（
破
骨
細
胞
）
に

蓄
え
ら
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を
血
液
中
に
取

り
込
ん
だ
り
、
腎
臓
か
ら
尿
と
し
て
出

て
い
く
量
を
抑
え
る
こ
と
で
必
要
な
量

を
確
保
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

こ
の
よ
う
に
泌
乳
期
の
カ
ル
シ
ウ
ム
確

保
に
は
、
飼
料
と
と
も
に
体
（
骨
）
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
子
牛

育
成
期
も
、
骨
の
形
成
や
成
長
の
た
め

一
日
当
た
り
約
20
〜
30
g
の
カ
ル
シ
ウ

ム
が
必
要
な
の
で
、
泌
乳
期
に
向
け
た

体
づ
く
り
の
た
め
、
育
成
す
る
段
階
に

応
じ
適
切
な
給
与
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
中
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
量
に
影
響
を
与
え
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に

も
重
要
な
働
き
が
あ
り
、
不
足
す
る
と

カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
量
が
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
乳
牛
の
体
内
で
は

蓄
積
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
ル
ー
メ
ン

（
第
一
胃
）
内
に
十
分
な
量
が
あ
る
よ

う
毎
日
給
与
し
、
ル
ー
メ
ン
壁
か
ら
吸

収
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
カ
リ
ウ
ム
も
過
剰
に
給
与

す
る
と
、
体
内
が
ア
ル
カ
リ
化
さ
れ
ホ
ル

牛
乳
・乳
製
品
に
は
多
く
の
ミ
ネ
ラ
ル

が
含
ま
れ
、特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
は
豊
富
で

す
。牛
体
内
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
の
中
で
も
主

要
な
成
分
で
、そ
の
ほ
と
ん
ど（
約
98  

%
）

は
骨
に
蓄
え
ら
れ
、残
り
は
血
液
や
細
胞

外
液
に
含
ま
れ
ま
す
。カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

細
胞
間
の
情
報
伝
達
、筋
肉
の
収
縮
、血

液
の
凝
固
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
生
理
機
能

に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

体
重
6
5
0
㎏ 

の
乳
牛
で
は
、
体

を
維
持
す
る
の
に
一
日
当
た
り
約
30
g
、

そ
れ
に
加
え
て
泌
乳
期
で
は
、
生
乳
1

㎏
を
生
産
す
る
の
に
約
3 

g
（
乳
脂
肪

4
％
の
場
合
）
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
要
で

す
（
表
１
）。

特
に
分
娩
直
後
の
初
乳
に
は
多
く
の

カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
乳

牛
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
飼
料
か
ら
摂
取
し
、

主
に
腸
管
か
ら
吸
収
し
て
い
ま
す
が
、

ホ
ル
モ
ン
（
上
皮
小
体
ホ
ル
モ
ン
）
の
働

き
に
よ
り
腎
臓
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
由
来
の
成

分
を
つ
く
り
、
そ
の
作
用
で
腸
管
か
ら

よ
り
多
く
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
で
き
る

乳
牛
に
欠
か
せ
な
い
カ
ル
シ
ウ
ム

※産次 3 産、体重 650㎏、乳脂率 4.0％として試算
（日本飼養標準 1999）※吸収率：乳牛に対するミネラル元素吸収率（乾物ベース）試算

（NRC 乳牛飼養標準 2001）

泌
乳
期
に
向
け
た

体（
骨
）づ
く
り
も
大
切

カ
ル
シ
ウ
ム
以
外
の

ミ
ネ
ラ
ル
に
も
留
意
し
ま
し
ょ
う

カルシウム源 含量（Ca％） 吸収率（％）※

炭酸カルシウム 39 75

第一リン酸カルシウム 16 95

水酸化カルシウム 54 55

塩化カルシウム（無水） 36 95

硫酸カルシウム・2水和物 23 70

乳量（㎏ /日・頭） Ca(g)

20 90

30 121

40 153

50 184
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図１. 牛の体でのカルシウムの流れ（イメージ）

Variety & Technology ●  品種・技術ここがポイント

モ
ン
の
活
性
が
下
が
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
率
や
骨
か
ら
の
再
吸
収
率
が
低
下

す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

近
年
、
乳
牛
の
高
泌
乳
化
に
と
も
な

い
泌
乳
期
中
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
を

疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
給
与

す
る
粗
飼
料
を
分
析
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
含

量
を
確
保
す
る
な
ど
給
与
時
の
メ
ニ
ュ
ー

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
ミ
ネ
ラ
ル
給
与
に

リ
ン
カ
ル
製
品
活
用
を

写真 1. スーパーリンカル写真 2. マッシュリンカル

表3.リンカル製品一覧（製品1kg 当たり） MF フィード株式会社製造

製品名 リン（g） カルシウム（g） マグネシウム（g）

スーパーリンカル 0 0 300 60

スーパーリンカル 3 30 270 60

スーパーリンカル 5 50 270 60

スーパーリンカル 8 80 240 60

スーパーリンカル 12 120 240 60

スーパーリンカル 15 150 230 35

スーパーリンカル 18 180 190 18

製品名 リン（g） カルシウム（g） マグネシウム（g）

マッシュリンカル 0 0 300 60

マッシュリンカル 3 30 330 1

マッシュリンカル 5 50 350 1

マッシュリンカル 10 100 330 1

マッシュリンカル 15 150 300 35

マッシュリンカル 18 180 280 35

製品名＜新商品＞ リン（g） カルシウム（g） マグネシウム（g）

ストロングマグ15ペレット 30 200 150

ストロングマグ15マッシュ 30 250 150

腸
血液
細胞外液

飼料

腎臓 尿

糞
乳腺細胞

乳

骨

98％

2％

な
お
、カ
ル
シ
ウ
ム
源
の
成
分
含
量
や

乳
牛
の
吸
収
率
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
。例
え
ば
、炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

率
は
75
％
、第
一
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は

95
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

ホ
ク
レ
ン
で
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
の
ほ
か
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
源
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
組
み
合
わ
せ
て
給
与
で
き
る

リ
ン
カ
ル
製
品
を
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す

（
表
３
、
写
真
１
、２
）。
お
近
く
の
Ｊ
Ａ

ま
た
は
ホ
ク
レ
ン
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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04

Variety &
Technology

品種・技術
ここがポイント！

Category    品種

Writer

POINT

ホクレン　米穀部　米穀総合課

直播栽培に適した水稲新品種「上育４７１号」

❶「上育 471 号」は「ほしまる」に比べ、①低温苗立性 ②いもち
病圃場抵抗性 ③玄米品質 ④収量で優位です。

❷ホクレンでは来年度からの一般栽培に向け、栽培技術資料を配
布予定です。

北
海
道
の
稲
作
に
お
け
る
一
戸
当
た

り
面
積
の
拡
大
が
進
む
中
、
育
苗
が
不

要
な
直
播
栽
培
は
水
張
り
面
積
の
確
保

や
規
模
拡
大
に
有
効
な
省
力
栽
培
技
術

の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

寒
冷
地
で
あ
る
北
海
道
の
直
播
栽
培

は
、
低
温
条
件
下
で
の
苗
立
性
が
収
量

に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
現
在
の
直
播

栽
培
は
、「
な
な
つ
ぼ
し
」
等
の
中
生

品
種
が
栽
培
可
能
な
道
南
地
区
を
除
き

「
ほ
し
ま
る
」
が
主
力
品
種
の
一
つ
で

す
が
、
低
温
苗
立
性
が
不
十
分
な
こ
と

な
ど
か
ら
、
生
産
の
安
定
性
と
収
量
性

が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
道
総
研
上
川
農
業
試
験

場
が
、
低
温
苗
立
性
の
良
い
「
緑
系

０
７
２
１
６
」（
上
川
農
業
試
験
場
と

ホ
ク
レ
ン
に
よ
る
共
同
研
究
に
て
育
成
）

を
母
、
早
生
で
耐
冷
性
・
耐
病
性
の
強

い
「
上
系
０
６
１
８
１
」
を
父
と
し
て

育
成
し
た
直
播
栽
培
向
け
の
新
品
種
が

「
上
育
４
７
１
号
」
で
す
。「
な
な
つ
ぼ

し
」
並
み
の
食
味
を
有
し
つ
つ
（
Ｐ
23

参
照
）、
低
温
発
芽
性
や
低
温
苗
立
性

が
対
照
品
種
の
「
ほ
し
ま
る
」
を
明
ら

か
に
上
回
り
ま
す
（
図
1・2
、
表
２
）。

ま
た
、
い
も
ち
病
圃
場
抵
抗
性
が
強
く

（
図
３
、表
２
）、玄
米
品
質
に
優
れ
（
Ｐ

23
参
照
）、
収
量
が
や
や
多
い
特
長
が
あ

「
ほ
し
ま
る
」か
ら「
上
育
４
７
１
号
」へ

図 1. 水田での苗立ちの様子

上育 471 号 ほしまる

6 月 12 日（播種後 24 日目）

図 2. 低温苗立率の比較（室内検定）　※低温条件（13 ～ 14℃）での苗立率

出芽の揃いが早くなる

●除草剤を適切な時期に施用で

きる。

●落水期間短縮で肥料の損失を

少なくできる。上育 471号 ほしまる

60

50

40

30

20

10

0

苗
立
率
（
％
）

苗立率が高い
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いもち病にかかった穂
（罹病穂）が少ない

罹病穂

Variety & Technology ●  品種・技術ここがポイント

り
ま
す
（
表
１
）。

直
播
栽
培
と
し
て
の
栽
培
適
地
は
、

図
４
の
七
つ
の
地
域
の
、「
ほ
し
ま
る
」

湛
水
直
播
栽
培
適
地
に
準
じ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
特
性
か
ら
、
直
播
栽
培
で
も
安

定
生
産
可
能
な
「
上
育
４
７
１
号
」
に

転
換
す
る
こ
と
で
省
力
化
（
図
5
）
が

進
み
、
水
張
り
面
積
の
確
保
や
拡
大
へ

の
貢
献
が
期
待
で
き
ま
す
。

な
お
割
籾
が
多
い
の
で
、
斑
点
米
な

ど
の
被
害
粒
に
よ
る
品
質
低
下
を
避
け

る
た
め
、
適
正
な
病
害
虫
防
除
と
適
期

刈
り
取
り
が
重
要
で
す
。

今
年
、
ホ
ク
レ
ン
で
は
各
Ｊ
Ａ
や
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
の
上
、

全
道
14
カ
所
に
「
普
及
展
示
圃
」
を

設
置
し
、「
上
育
４
７
１
号
」
の
試
験

栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
農
業
試

験
場
や
北
海
道
米
麦
改
良
協
会
の
協
力

を
得
て
、
各
種
デ
ー
タ
収
集
と
解
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
産
か
ら
の
一
般

栽
培
に
向
け
た
栽
培
技
術
資
料
を
作
成

し
、「
上
育
４
７
１
号
」
を
栽
培
す
る

全
生
産
者
へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。
な

お
、
直
播
栽
培
向
け
品
種
は
、
販
売
先

の
評
価
や
産
地
に
お
け
る
生
産
性
の
確

認
が
進
む
こ
と
で
、
将
来
的
に
「
上
育

４
７
１
号
」
に
集
約
さ
れ
て
い
く
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

図 3. 穂いもち病圃場抵抗性検定の様子

上育 471 号 ほしまる

表 1. 生育および収量関連特性調査結果

系統名
品種名

出穂期
（月・日）

成熟期
（月・日）

稈長
（cm)

穂長
（cm)

穂数
（本 /㎡）

玄米重
（kg/a)

玄米重
標準比
（%）

玄米
千粒重
（g）

割籾
歩合
（%）

倒伏
耐性

上育 471号 8・5 9・21 73 15.4 754 54.4 102 22.6 26.8 中

ほしまる 8・6 9・22 69 15.6 787 53.4 （100） 24.4 5.1 中

表 2. 特性検定試験および苗立率調査結果

図 5. 春作業時間の比較

系統名
品種名

低温苗立性 湛水土中
苗立率
（%）

低温
発芽率
（%）

機械直播
苗立率
（%）

穂ばらみ期
耐冷性

開花期
耐冷性

いもち病圃場抵抗性

苗立率
（%） 判定 葉いもち 穂いもち

上育 471号 45.5 中 - やや
強 65.2 49.6 65.4 やや強 極強 やや強 やや強

ほしまる 10.7 弱 47.6 9.6 56.2 やや強 強 やや弱 中

各図表（図 4・5 を除く）と写真は道総研上川農業試験場提供
※北海道農業生産技術体系

（第 4 版）より抜粋して作成

図 4.「上育 471 号」の栽培適地

上川総合
振興局

空知総合
振興局

留萌振興局

後志総合
振興局

石狩
振興局

渡島総合
振興局

檜山
振興局

栽
培
技
術
資
料
を
配
布

0

10

20

30

40

50

60

70
■本田管理
　　（移植・播種まで）
■育苗管理
■種子予措

移植
（成苗ポット）

湛水直播

22.4

18.2

5.0

37.9

60.8

0.5

23.2

春作業の
省力化

作
業
時
間
（
ｈ
）
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図 1. 直播栽培産「上育 471 号」の食味官能評価の結果
※基準（0.0）は移植栽培産「ななつぼし」

図 2. 玄米の比較（平成 29 年度上川農試産）

上育 471 号 ほしまる

腹白や乳白等の未熟粒が少ない

乳白

腹白

総合評価上育 471号

ななつぼし

味

粘り つや

白さ

香り

柔ら
かさ

口当
たり

表 1. 品質および食味関連特性調査結果

系統名
品種名

玄米白度 白米白度 検査等級 玄米品質
アミロース
含有率（%）

タンパク質
含有率（%）

食味官能試験
総合評価

上育 471 号 18.3 38.8 1 下 3.5 19.0 6.9 0.01

ほしまる 18.8 39.9 2 上 4.3 20.6 7.1 0.09

※1. 玄米品質は1（高）～9（低）で評価。　※2. アミロース含有率は低いほど粘りがある米になる。
※3. タンパク質含有率は低いほど炊きあがりがふっくらする。　※4. 食味官能試験総合評価は移植栽培産「ななつぼし」を基準（0.00）とした時の評価値

図 1、2 および表 1 は道総研上川農業試験場提供

「上育471 号」の食味の良さを生かした販売を目指します。

直播栽培向け水稲良食味新品種
「上育４７１号」販売の方向性

現
在
、
北
海
道
に
お
け
る
水
稲
直
播

栽
培
の
主
力
品
種
は
、
道
総
研
上
川
農

業
試
験
場
が
ホ
ク
レ
ン
と
の
共
同
研
究

で
育
成
し
、
平
成
18
年
に
北
海
道
の
優

良
品
種
と
な
っ
た
移
殖
・
直
播
兼
用
の

「
ほ
し
ま
る
」
で
す
。

全
道
の
直
播
栽
培
面
積
は
、
増
加
傾

向
で
す
が
、
近
年
そ
の
伸
び
率
は
鈍
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
誕
生

し
た
「
上
育
４
７
１
号
」（
P
21
参
照
）

の
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
は
「
ほ
し
ま
る
」

並
み
で
す
が
、ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
は「
ほ

し
ま
る
」
よ
り
や
や
低
い
特
長
を
持
っ
て

い
ま
す
（
表
１
）。
ま
た
、
食
味
官
能

試
験
で
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
並
み
の
評

価
と
な
っ
て
い
る
た
め
（
図
1
）、
広
く

普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
ホ
ク
レ
ン
で
は
、「
上
育

4
7
1
号
」の
食
味
の
良
さ
を
生
か
し
、

多
様
な
用
途
で
の
使
用
を
視
野
に
、
販

売
を
行
う
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
主
食
用
米
の
需
要
は
、
全
国

で
毎
年
約
8
万
ト
ン
ず
つ
減
少
し
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
家
庭
で
炊
飯
す

ホクレン　米穀部　米穀総合課

食
味
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」並
み

拡
大
す
る
業
務
用
需
要

-0.1

-0.3

-0.5

0.3

0.1

From
Market

国 内 外 の 市 場 で
起 き て い る
変 化 や 動 向 を
発 信 し ま す。

ホ ク レ ン
マーケット通信
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お弁当 おにぎり
その他

る
割
合
は
特
に
減
少
が
顕
著
で
す
。

 

一
方
、
中
食
・
外
食
の
占
め
る
割
合

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す（
図
3
）。

つ
ま
り
、
今
後
は
拡
大
す
る
業
務
用
需

要
に
応
え
る
こ
と
が
販
売
の
面
で
は
重

要
と
い
え
ま
す
。
な
か
で
も
、
品
質
へ
の

こ
だ
わ
り
や
用
途
が
多
岐
に
わ
た
る
お

弁
当
や
お
に
ぎ
り
用
と
し
て
「
コ
ン
ビ
ニ

向
け
」
は
安
定
し
た
需
要
が
見
込
ま
れ

ま
す
（
図
4
）。

北
海
道
米
は
、
Ｊ
A
グ
ル
ー
プ
北
海

道
が
定
め
る「
北
海
道
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
（
第
３
版
）」
で
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
に

販
売
の
方
向
性
を
定
め
て
い
ま
す
（
表

2
）。「
上
育
4
7
1
号
」
は
ミ
ド
ル

領
域
に
お
い
て
用
途
適
性
に
あ
っ
た
業
務

用
の
他
、
家
庭
用
で
の
販
売
な
ど
を
立

案
で
き
る
の
で
は
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、「
上
育
4
7
1
号
」

が
ど
の
よ
う
な
用
途
適
性
を
持
つ
の

か
、
今
年
の
試
験
生
産
物
を
用
い
て

実
需
者
の
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
で

も
食
味
試
験
等
を
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
販

売
戦
略
の
立
案
を
進
め
ま
す
。

北
海
道
米
需
要
拡
大
へ
の

貢
献
に
期
待

図 4.「お弁当」「おにぎり・その他」への支出動向（全国の二人以上の世帯の年間支出金額）
※総務省「家計調査」データを元に作成

表 2. 北海道米のポジション別販売用途

図 3. 米消費における家庭内食および中食・外食の占める割合（全国）
※北海道水田農業ビジョン（第 3 版）より

■中食・外食 　■家庭内食

2000年 2017年

金額（円）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

4,256

23,681

お米

2000年 2017年
0

3000

6,000

9,000

12,000

15,000

11,580

14,371

金額（円）

弁当

2000年 2017年
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

3,103

4,276

金額（円）

おにぎり・その他

昭和 60 年 平成 9 年 平成 28 年

84.8％ 81.1％ 68.9％

15.2％ 18.9％ 31.1％

ポジション 主な用途 主な品種

プレミアム領域 家庭用 「ゆめぴりか」「ふっくりんこ」「おぼろづき」

ミドル領域
家 庭 用・ 業 務 用（ お
にぎり・弁当など）

「ななつぼし」「きたくりん」「上育 471 号」

スタンダード領域
業 務 用（ 外 食・ 冷 凍
米飯など）

「きらら 397」「そらゆき」「ほしまる」「大地の星」
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I N F O M A T I O N
C L I P

ホ
ク
レ
ン
長
沼
研
究
農
場
で
は
、
野

菜
類
や
花
き
、
畑
作
物
な
ど
の
品
種
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
品
種

候
補
の
な
か
か
ら
選
抜
試
験
を
ク
リ
ア
し

「
品
種
」
と
し
て
世
に
出
回
る
の
は
ほ

ん
の
一
握
り
。
そ
の
様
は
、
ま
さ
に
高

校
球
児
が
プ
ロ
野
球
界
に
入
り
、
さ
ら

に
ス
タ
ー
選
手
と
な
る
か
の
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
品
種
た
ち
は
、
ホ
ク

レ
ン
が
お
す
す
め
す
る
い
わ
ば
各
作
物
の

大
谷
選
手
や
中
田
選
手
で
す
。

野
菜
類
や
花
き
は
品
種
が
多
様
で

す
。
そ
の
な
か
で
、
お
す
す
め
す
る
品

種
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。
一
つ
は
、
食
味

や
外
観
に
優
れ
る
こ
と
な
ど
「
市
場
で

差
別
化
で
き
る
」
特
長
を
も
っ
た
も
の
。

近
年
は
野
菜
類
で
も
品
種
名
で
販
売
さ

れ
る
品
目
も
増
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、「
作
り
や
す
い
」
も
の
。

例
え
ば
「
病
気
に
強
い
」「
単
為
結
果

性
※
」
な
ど
、
手
間
を
掛
け
な
く
て
も

栽
培
で
き
る
特
長
は
生
産
の
省
力
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
来
年
の
作
付
け
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

品
種
開
発
は
ス
タ
ー
選
手
の
育
成

「
市
場
で
の
差
別
化
」と

「
作
り
や
す
い
」が
ポ
イ
ン
ト

北海道胆振東部地震の影響で中止となった今年の「ホクレ
ンフィールドデー2018」。そこでご覧いただきたかった注目
の野菜や花きの品種をご紹介します。

ホクレン　農業総合研究所　作物生産研究部　園芸作物開発課

野菜類・花き 2018 年の注目17 品種

スターチス・シヌアータ

採花本数が多い紫系品種

紫龍 しりゅう

「紫龍」は紫系の中生品種。ブラ
シ形状は良好で分枝数が多く、採
花本数も多いため多収です。抽苔
時期が揃うため一斉採花が可能で、
抑制作型（6 月定植）にも向いて
います。スターチスは高温時に花
茎が曲がりやすいため、ハウス内の
温度管理が重要です。

Information
情 報クリップ

さまざまな情報をお届けします

01

※
受
粉
が
な
く
て
も
果
実
が
大
き
く
な
る
性
質
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スターチス・シヌアータ

2番花も高品質な青紫系品種

蒼雲 そううん

青紫系の中晩生品種です。ブラシ形状
は良好で分枝数も多く2 番花以降も高
品質です。連続的に抽苔するため、長
期間の採花が可能です。生育初期が高
温条件になると収量・品質に影響する
場合があるため、4 月中旬までの早い
時期の定植をおすすめします。

02

キャベツ

甘味の強いボール系キャベツ

ひめみつ

7 月定植以降の作期では甘味が強くみ
ずみずしいため、他と差別化できる品
種。球形で芯は低く、低温肥大性が
あります。裂球は遅く、高い在圃性が
あります。石灰欠乏症（心腐れ）な
どの生理障害は出にくく、歩留りが高
いです。6 月以前の定植ではやや縦長
になる傾向があります。

05

アスパラガス

全雄で太物品種を栽培するなら

ゼンユウガリバー

全雄Ｆ１で、頭部の締まりが良くて太
物割合が高い多収な中早生品種で
す。また、第一分枝の発生位置が高く、
下枝処理が不要で風通しが良いため
立茎栽培にも向く品種です。低温・
過湿の土壌条件下では、赤筋が発生
する場合もあります。

03

キャベツ

軟らかい純サワー系キャベツ

佐和姫

肉質は軟らかくみずみずしい食感をも
ち、やや扁平球で尖り玉になりにくい
早生品種。耐暑性に優れ、石灰欠乏症

（心腐れ）などの生理障害が出にく
いです。外葉はコンパクトで開帳性に
なり、よく揃うので一斉収穫しやすく、
芯が細いので収穫作業が楽です。

06

スイートコーン

「ドルチェ」シリーズのバイカラー品種

ドルチェドリーム

粒皮が柔らかく甘みが強いため、食
味に優れるバイカラーの中早生品種で
す。また、先端の稔実も良く、雌穂は
約 400g と大きくなります。収穫が遅
れると雌穂の皮にもアントシアンが発
生するため、品質確保に向けて適期
収穫を徹底してください。

04

芽キャベツ

早生で収量性の高い芽キャベツ

ダブリン

早生で、7 月以降の定植でも石灰欠
乏症などの生理障害が出にくいタイプ
です。つやのある小球は形状が揃い、
黄化した下葉を摘葉しながら肥大した
順に片手で簡単に収穫でき、1 株から
50 個以上の収穫が望めます。茎が短
めで耐寒性が強い品種です。

07
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加熱調理向けトマト

加熱調理に向く中大玉品種

TYボンジョールノ

果実は 100g ～ 140g 程度の卵形で
濃赤紅色の品種です。肉質がしっか
りしていて適度な酸味があり、炒め物
等の加熱調理に向きます。果実の軟
化が遅く、日持ち性も良好です。また、
草勢は強く、無摘果でも良好な収量
が期待できます。

08

人参

極晩抽性で高歩留まりの加工用品種

カーソン

極晩抽性で黒葉枯病に強く、根は短く
寸胴な形状のため収穫適性に優れま
す。多肥条件で茎葉が過繁茂となりや
すく、収穫効率が低下することがある
ため、適正な施肥にご留意ください。ま
た、肥大が進み過ぎるとス（内部空洞）
が入りやすくなります。播種後130 日
前後での収穫を心がけてください。

11

ミニトマト

単為結果性で栽培管理がしやすい品種

べにすずめ

単為結果性で、着果促進処理を必要
としません。節間も短く、栽培管理が
容易な品種です。草勢はやや強めな
ため、基肥を少なめにし、灌水量も
やや控えめにした栽培がおすすめです。
収穫が遅れるとヘタが黄化しやすいた
め、適期収穫を心がけてください。

09

人参

揃い性抜群の青果・加工兼用品種

クリスティーヌ

極晩抽性で黒葉枯病に強い青果・加
工兼用品種です。円筒形に近い形状
で尻詰まりに優れ、肌つやや形状揃い
性に優れます。茎葉がやや開帳性とな
りやすく、既存青果用品種と比較して
根長がやや長くなりやすいのでご留意
ください。

12

ミニトマト

甘味の強い良食味品種

まゆか

果実はやや小さめですが、甘味が強
く、食味が良いのが特長です。また、
節間が短く、栽培管理も容易。草勢
はやや強めの品種ですので、食味を
損なわないためにも基肥は少なめにし、
特に初期の草勢を抑えた栽培がおす
すめです。

10

人参

晩抽性で肥大性に優れる加工用品種

紅ぞろい

晩抽性で肥大に優れ、根色も比較
的優れる加工用品種です。根長は
20cm 程度でまとまり、尻詰まりにも
優れるため、収穫時歩留まりや加工
歩留まりを高く確保できます。黒葉
枯病耐病性は慣行品種並であるため、
適切な防除を行ってください。

13
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そのほか、ホクレンで取り
扱っている品種については

「ホクレンのたね」のホー
ムページをご参照ください。

http://www.seeds.hokuren.or.jp/

ブロッコリー

花蕾の外観に優れるブロッコリー

スターラウンド

「スターラウンド」は夏季の作期でも不整形花蕾やキャッツアイなど生理
障害の発生が少なく、花蕾の形状も良好であるため、おすすめの品種で
す。なお、夏季は花蕾腐敗病の発生が多い時期のため、銅剤の活用や
多肥栽培を避ける等の総合的な対策をおすすめします。

14

大根

晩抽性で生理障害に強い初夏播き大根

夏后 なつきさき

肌が美しく、揃い性に優れます。抽苔
の発生が少ない上、高温時の赤芯症
や黒芯症など生理障害に強いため、6
月から 7 月中旬まで播くことができ、
バーティシリウム黒点病にも強い傾向
があります。抽根性が強く、多湿時で
も比較的根形が安定します。やや小
葉で草姿はやや立性です。

16
大根

漬物に最適！色鮮やかな紅芯大根

紅天狗

皮だけではなく、中まで鮮やかな赤色
になります。根長 15 ～ 20㎝程度に
仕上がり、葉はコンパクトで小さくま
とまります。なお、数％の割合で白根
が混ざることから、３粒播きして葉柄
基部または胚軸が白い個体は間引いて
ください。

17

かぼちゃ

中早生の強粉質品種

くりふぶき

開花後 45 日が収穫の目安となる中早
生品種で、粉質感が強くホクホクした
食味が特長です。キュアリング後の約
1 カ月間、出荷が可能です。草勢が強
くなりすぎると着果が遅れる傾向があ
るため、ポット育苗などで草勢を抑え
ることをおすすめします。

15



リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
は
、セ
ン

サ
ー
を
使
っ
て
物
に
触
れ
ず
に
調
べ
る
技

術
で
、人
工
衛
星
な
ど
の
よ
う
に
、離
れ

た
場
所
か
ら
対
象
と
す
る
物
の
種
類
や

状
態
な
ど
を
探
る
こ
と
で
す
。そ
の
た

め
に
測
る
の
は
、人
間
の
目
に
見
え
る
光

（
可
視
光
）を
は
じ
め
と
し
た
電
磁
波
で

す
。紫
外
線
や
赤
外
線
な
ど
も
含
ま
れ

ま
す
。そ
の
反
射
や
吸
収
な
ど
が
物
質
の

種
類
や
状
態
な
ど
で
特
徴
が
あ
る
こ
と

を
利
用
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。例
え
ば

健
全
に
育
っ
て
い
る
植
物
は
、可
視
光
の

う
ち
赤
い
光
を
良
く
吸
収
し
ま
す
が
、近

赤
外
線
の
反
射
率
が
高
い
の
で
、そ
れ
を

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
は
何
か

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
手
段
が

ド
ロ
ー
ン
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す

ドローンの技術が進歩し圃場の状況を写真解析により把握でき
るようになりました。この、ドローンを活用したリモートセンシ
ングについてご紹介します。

ホクレン 農業総合研究所 営農支援センター 営農技術課 主査　木谷 祐也

ドローンによるリモートセンシング

使
っ
て
植
生
や
生
育
の
状
況
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
２
）。

セ
ン
サ
ー
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
、
衛
星
や
ド
ロ
ー
ン

な
ど
農
業
分
野
で
よ
く
利
用
さ
れ
て
い

る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
可
視
光
）

や
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
カ
メ
ラ（
多
波
長
）

な
ど
の
光
学
セ
ン
サ
ー
で
す
。

農
業
分
野
で
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
す

る
手
段
は
、
従
来
は
衛
星
が
中
心
で
し

た
。
し
か
し
、
近
年
、
ド
ロ
ー
ン
の
急

速
な
技
術
進
歩
に
と
も
な
っ
て
、
ド
ロ
ー

ン
に
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
に
活
用
す
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

衛
星
は
一
度
に
広
範
囲
な
画
像
が
得

ら
れ
る
の
で
、
産
地
単
位
な
ど
大
規
模

に
活
用
す
る
際
に
適
し
て
い
ま
す
が
、

解
像
度
や
撮
影
頻
度
な
ど
に
制
約
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
ロ
ー
ン
は
撮
影
タ
イ

ミ
ン
グ
や
場
所
を
自
由
に
設
定
で
き
、

鮮
明
な
画
像
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
す

（
表
１
）。
圃
場
の
気
に
な
る
と
こ
ろ
な

ど
が
あ
れ
ば
、
手
軽
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行

さ
せ
上
空
か
ら
確
認
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
広
い
圃
場
な
ど
広
範

囲
の
画
像
が
必
要
な
時
は
、（
比
較
的

健全な葉

NDVI=0.72

NDVI= 近赤外－赤
近赤外＋赤

反射率 50%
近赤外

反射率 8%
赤

不健全な葉

NDVI=0.14

反射率 40%
近赤外

反射率 30%
赤

●反射特性の例
植物

土

水

可視光線紫外線
近赤外線 中間赤外線

赤外線
熱赤外線

地表面

水面

波長 0.4 0.5 0.6 0.7 0.9 1 2 3 4 5 6 7 8 12 μm9

●放射特性の例

水・土・植物の各波長における反射や放射特性（JAXAホームページより）

反
射
の
強
さ

放
射
の
強
さ

10 11

健全な葉

NDVI=0.72

NDVI= 近赤外－赤
近赤外＋赤

反射率 50%
近赤外

反射率 8%
赤

不健全な葉

NDVI=0.14

反射率 40%
近赤外

反射率 30%
赤

●反射特性の例
植物

土

水

可視光線紫外線
近赤外線 中間赤外線

赤外線
熱赤外線

地表面

水面

波長 0.4 0.5 0.6 0.7 0.9 1 2 3 4 5 6 7 8 12 μm9

●放射特性の例

水・土・植物の各波長における反射や放射特性（JAXAホームページより）

反
射
の
強
さ

放
射
の
強
さ

10 11

図１. 水・土・植物の各波長帯における反射や放射特性（JAXA ホームページより）

図２. 植物の生育良否で反射率が違うことを利用した指数の例（ＮＤＶＩ）
※近赤外線と赤い光の反射率から算出される値が大きいほど、植物の

活力や量が大きいことがわかる。

C L I P
Information
情 報クリップ
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活
用
が
期
待
さ
れ
る
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

低
空
を
飛
ぶ
ド
ロ
ー
ン
で
は
撮
影
範
囲

が
限
ら
れ
る
た
め
）
ル
ー
ト
や
撮
影
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
制
御
し
て
飛
行
さ
せ
、

画
像
処
理
ソ
フ
ト
を
活
用
し
複
数
枚
の

撮
影
画
像
を
一
枚
に
合
成
し
ま
す
。
利

用
す
る
場
面
に
合
わ
せ
て
選
択
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
（
図
３・４
）。

衛
星
や
ド
ロ
ー
ン
、
セ
ン
サ
ー
の
性

能
の
進
歩
は
日
々
め
ざ
ま
し
く
、
農
業

分
野
の
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
も
多
く

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

当
課
で
は
ド
ロ
ー
ン
2
台
（
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
、
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
カ
メ
ラ
）、

画
像
解
析
用
パ
ソ
コ
ン
や
解
析
ソ
フ
ト

P
i
x
4
D
な
ど
を
導
入
し
、
長
沼

研
究
農
場
で
実
際
に
使
用
し
て
、
作
物

の
生
育
状
況
な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
有
効
性
や
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

衛
星
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に

は
、
小
麦
の
収
穫
適
期
予
測
や
水
稲
成

熟
期
の
米
タ
ン
パ
ク
マ
ッ
プ
な
ど
、
す
で

に
い
く
つ
か
成
果
が
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
情
報
を
整
理

し
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

衛星 ドローン

観測範囲 広い（圃場～地域）1000ha ～ 狭い（植物個体～農場）～ 100ha

空間解像度 低い（1 ～ 8m） 高い（数 cm ～）

頻度 周期的（数日に 1 回程度） 随時撮影可能

天候の影響 雲の影響を受ける 降雨・強風を除き観測可能

表１. リモートセンシングにおける衛星とドローンの比較

図３. 用途に合わせたドローンの利用方法

※近年、複数機の小型衛星に
よる常時観察（日単位で画
像入手）の開発・普及がは
じまっている。

　例）アメリカ Planet 社

図４．画像処理例　
ホクレン長沼研究農場（横 800m× 縦 650m 程度）
注）ドローン（DJI Phantom4Advance）で自動
撮影（高度 150m で各画像が 80% 重なるように
撮影）し、有料の画像処理ソフト Pix4D で処理
したオルソ画像※
※オルソ画像：複数の撮影画像を一枚に合成、ゆ

がみを除去し真上から投影（正射投影）処理さ
れた画像。位置情報も加わるため、可変施肥マッ
プ等にも利用される（衛星画像は通常、処理済
みの画像が得られる）。

デジタルカメラ
（市販品：一体型）

ドローン＋カメラ

手動操作
気になるところを確認（鳥の目）

●幾何補正
●３Dマップ

●広い圃場や農場の全体把握
●植生指数で生育ムラを把握
●可変施肥マップ作成　等

自動操作
マルチスペクトルカメラ

（特殊加工）
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
北
海
道
酪
農
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
（
以
下
N 

Z
）
政
府
と
N 

Z
乳
業
最

大
手
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
、
当
別
町
の
フ
ァ
ー

ム
エ
イ
ジ
が
主
宰
し
、
北
海
道
と
ホ
ク
レ

ン
の
協
力
の
も
と
、
2
0
1
4
年
に
開

始
し
ま
し
た
。
N 

Z
で
培
わ
れ
た
技
術

を
用
い
、
北
海
道
の
放
牧
酪
農
の
生
産

性
・
収
益
性
向
上
の
可
能
性
を
探
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
道
内
各
地
の
5
戸
の

酪
農
家
で
調
査
・
実
証
を
行
い
、
そ
の

う
ち
の
1
軒
が
、
天
塩
町
の
高
原
弘
雄

さ
ん
で
し
た
。

高
原
さ
ん
は
、
酪
農
業
の
実
家
に
U

タ
ー
ン
就
農
し
、
収
益
改
善
の
た
め
放

牧
酪
農
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
地

域
の
酪
農
家
と
「
天
塩
町
放
牧
の
会
」

を
立
ち
上
げ
、
手
探
り
で
放
牧
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
成
果
が

上
が
ら
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
を
聞
き
、
ぜ
ひ
取
り

組
み
た
い
と
仲
間
と
と
も
に
応
募
し
高

原
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
キ
ー
ス
・
ベ
タ
リ
ッ

ジ
氏
や
フ
ァ
ー
ム
エ
イ
ジ
代
表
の
小
谷
栄

二
氏
が
実
際
に
農
場
を
訪
問
し
た
ほ
か
、

ホ
ク
レ
ン
の
担
当
者
も
た
び
た
び
訪
れ
、

調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
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C L I PInformation
情 報クリップ

ニュージーランド・北海道酪農協力プロジェクトの調査・実
証対象として選定された、天塩町の高原弘雄さん。その取り
組みの内容と得られた成果をご紹介します。

ホクレン　畜産生産部　自給飼料課

放牧酪農のプロジェクトで収益を改善

独
学
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
名
乗
り

写真 1. 現在約 80ha の草地を持ち、50 頭前後の牛を飼育している高原さん。
今後、さらに生産効率を高めるため、牛舎の新築と増頭を計画しています。

お話をお聞きした
高原弘雄さん（天塩町）
実家は 1935 年から続く酪農業。自
身は自 動 車 メーカー 勤 務 を 経て、
2007 年に U ターン就農。JA てしお
青年部部長としても活動しています。



産
性
向
上
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
に
忠
実
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で

成
果
が
出
た
と
高
原
さ
ん
。
学
ん
だ
ノ

ウ
ハ
ウ
を
地
域
の
仲
間
に
も
伝
え
て
い
ま

す
。ま
た
、今
後
は
さ
ら
に
生
産
効
率
を

高
め
る
た
め
、牛
舎
の
新
築
と
増
頭
も
予

定
す
る
な
ど
、成
果
を
も
と
に
、新
た
な

挑
戦
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
ず
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
は
、
春
と
秋

の
土
壌
分
析
。
肥
料
散
布
効
果
を
測
定

し
、
翌
年
の
計
画
に
反
映
し
ま
す
。
こ

こ
で
、
以
前
の
施
肥
量
で
は
不
足
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
。
ま
た
、
土
地
と
牧

草
の
利
用
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
牧
区

の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
牛
の
動
線
も
見
直
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、高
原
さ
ん
が
「
意
思
決
定
の

ツ
ー
ル
の
一
つ
」と
い
う
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ

レ
ー
ト
メ
ー
タ
ー（
写
真
2
）を
活
用
し
、

牧
草
の
生
育
状
況
を
数
値
と
目
視
で
毎

日
確
認
し
ま
し
た
。牛
が
食
べ
た
量
や
ふ

ん
の
状
態
な
ど
も
見
な
が
ら
、草
地
の
状

況
を
総
合
的
に
判
断
し
、種
子
の
追
播

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
通
し
て
自
給
飼
料
の
飼

料
効
率
が
大
幅
に
向
上
。
配
合
飼
料
の

給
与
量
を
減
ら
し
な
が
ら
も
乳
量
が
増

加
し
、
大
き
な
収
益
改
善
を
実
現
し
ま

し
た
（
図
１
）。

牛
た
ち
の
変
化
も
如
実
で
し
た
。
以

前
は
外
の
牧
草
で
は
満
腹
に
な
ら
ず
、

途
中
で
牛
舎
に
戻
り
た
が
り
ま
し
た
が
、

今
は
見
る
か
ら
に
腹
が
丸
く
な
る
ま
で

外
で
草
を
食
べ
、
毛
ヅ
ヤ
も
良
く
な
っ
て

い
る
と
言
い
ま
す
。抵
抗
力
が
高
ま
り
、

乳
房
炎
な
ど
の
疾
患
も
減
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
か
ら
10
月
は
昼
夜
放
牧

Information情 報クリップ

草
地
改
善
で
収
益
向
上
を
実
現

年
間
通
し
て
質
の
高
い
粗
飼
料
を
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し
て
い
る
の
で
牛
舎
の
清
掃
等
が
軽
減

さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

「
放
牧
か
ら
舎
飼
い
に
切
り
替
わ
る
時

期
は
、
ス
ト
レ
ス
で
痩
せ
さ
せ
な
い
こ
と

が
重
要
。
サ
イ
レ
ー
ジ
の
質
を
高
め
る

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
で
き
ま
す
」
と

高
原
さ
ん
。
採
草
地
の
改
善
や
収
穫
管

理
の
見
直
し
で
、
冬
場
も
栄
養
価
の
高

い
サ
イ
レ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
（
写
真
３
）、
搾
乳
牛
の
生

写真 2. ライジングプレートメーター（左～シャフトにつけた円
盤が草で持ち上がる高さを測る）で、毎日草地を測定。放牧に
使った牧区１区画につき 50 カ所、２歩に１回ほど地面にメーター
を下ろします。1 日 30 分ほどかけて測定し、目視でも情報収集。
スマホアプリと連動する機種もあります（中、右）。

写真 3. 水分量 60％でタ
ンパク質が高いサイレー
ジを作れるようになった
ことから、 冬 場 の 配 合
飼料も削減できています。
牧草の収穫管理の見直し
で、余剰分は販売に回せ
るようになりました。

図 1. 乳量と濃厚飼料給与量（5 ～ 7 月）
プロジェクト導入により、粗飼料の給与量・質ともに高まったことから、
濃厚飼料の給与量を７年前と比較し大幅に削減。粗飼料由来の乳量
が飛躍的に向上しており、収益改善につながっています。乳量も維持・
向上できています。
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自
動
哺
乳
機（
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
）※
は
、

1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
道
内
に
導
入

さ
れ
始
め
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
（
写

真
1
、
2
）。
当
農
場
で
は
平
成
13
年

に
導
入
し
、
代
用
乳
や
人
工
乳
の
開
発

お
よ
び
、
搾
乳
後
継
牛
の
飼
養
管
理
で

活
用
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
、
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
は
、
ミ
ル

ク
を
飲
ん
だ
量
な
ど
子
牛
ご
と
の
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
出
力
や
解

析
に
手
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
そ
れ
を
改
善
す
る
ア
プ
リ

「
Cカ

ー

フ

a
l
f 

Ａア

ッ

プ

P
Ｐ
」
が
開
発
さ
れ

昨
年
か
ら
使
用
し
て
い
ま
す
。

C L I P Information
情 報クリップ

子牛の管理に役立つ、哺乳ロボット活用アプリを紹介します。

ホクレン　訓子府実証農場　畜産技術課　係長　青山 勇介

哺乳ロボット活用アプリで、きめ細かな子牛管理

写真 2. 自動哺乳機（哺乳ロボット）（写真左）と
設定やデータ確認用のターミナル端末の例

　　　 （データ確認は自動哺乳機にＰＣを接続して
も可能）　

写真 1. 哺乳ステーションに入ってミルクを飲む子牛
 （壁の奥に哺乳ロボットがある）

C
a
l
f 

A
Ｐ
Ｐ
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
、
手
軽
に
哺
乳
ロ
ボ
ッ

ト
の
デ
ー
タ
を
確
認
で
き
る
ア
プ
リ
で

す
（
図
１
）。
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
が
正
常
に

動
い
て
い
る
か
、
異
常
な
牛
（
摂
取
量

や
ス
ピ
ー
ド
の
減
少
、
哺
乳
中
断
等
）

が
い
な
い
か
が
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
無
線
L
A
N
設
備
が

整
っ
て
い
れ
ば
外
出
先
で
も
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ミ
ル
ク
の
与
え
方
な
ど
の

設
定
変
更
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ア
プ
リ
は
現
行
の
哺
乳
ロ

ボ
ッ
ト
に
対
応
し
て
お
り
、
す
で
に
設
置

済
み
の
機
種
で
も
型
式
に
よ
っ
て
は
部
品

交
換（
有
料
）で
対
応
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
図
２
の
上
段
で
は
、
あ
る

子
牛
が
直
近
２
日
間
で
一
回
ご
と
に
飲

ん
だ
量
と
時
間
が
緑
色
の
ビ
ー
カ
ー
の

絵
で
表
示
さ
れ
、
そ
の
上
の
黒
い
点
は
、

ミ
ル
ク
を
飲
む
権
利
が
な
い
（
一
定
時

間
内
の
規
定
量
を
飲
み
き
っ
た
状
態
）の

に
哺
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
こ
と
を

表
し
ま
す
。ま
た
、下
段
の
棒
グ
ラ
フ
を

見
る
と
、哺
乳
開
始
か
ら
飲
ん
だ
ミ
ル

ク
の
量
や
ス
ピ
ー
ド
が
一
日
単
位
で
わ

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
ア
プ
リ

【
C
a
l
f 

A
P
P
】と
は

ア
プ
リ
で
子
牛
の
状
態
が
よ
く
わ
か
る

※
子
牛
の
集
団
飼
育
で
、
各
子
牛
に
合
わ
せ
た
適
量

の
ミ
ル
ク
を
自
動
で
与
え
る
機
械
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図２. 健康な子牛の哺乳データ例（タブレットでの閲覧）

図３. 弱っている子牛の哺乳データ例

子
牛
の
健
康
管
理
に
役
立
つ
ア
プ
リ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。画
面
か
ら
、

こ
の
子
牛
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
こ
ま
め
に

入
っ
て
い
る
の
で
哺
乳
欲
が
高
い
こ
と
、

規
定
量
を
飲
み
続
け
て
い
る
こ
と
、飲
む

ス
ピ
ー
ド
が
日
に
日
に
上
が
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
、子
牛
に
活
力
が
あ
り
健

康
な
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。

 

一
方
、
図
３
の
子
牛
の
場
合
、
上
段

で
昨
日
の
飼
料
行
動
を
見
る
と
、
黒
い

点
が
無
い
の
で
哺
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入

る
回
数
が
少
な
い
こ
と
や
、
一
日
当
た

り
５
リ
ッ
ト
ル
の
規
定
量
を
飲
み
き
っ
て

な
い
こ
と
、
飲
む
ス
ピ
ー
ド
も
遅
く
な
っ

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
牛
の

状
態
や
治
療
歴
を
確
認
す
る
と
、
熱
が

39
・
5
℃
で
下
痢
を
確
認
し
治
療
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

子
牛
の
健
康
管
理
は
、
異
常
牛
の
早

期
発
見
や
治
療
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
早
期
発
見
に
は
毎
日
の
子
牛
の

観
察
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

ア
プ
リ
の
活
用
も
有
効
と
考
え
ら
れ
ま

飲む権利がないのに哺乳ステーション
に入ったことを示す黒い点

１回ごとに飲んだ量

１日に飲んだ量

1日ごとの飲むスピード平均1日ごとの飲んだ量

1日の規定量を飲
んでいない

飲むスピードが
遅くなっている

す
。
他
に
も
、
状
態
が
悪
か
っ
た
子
牛

の
治
療
後
の
回
復
程
度
や
、
給
与
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
定
し
た
後
の
稼
働
状
況
も

確
認
で
き
る
の
で
、
と
て
も
安
心
感
が

あ
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
ア
プ
リ
を
使
い
、
哺
乳
ロ

ボ
ッ
ト
の
動
作
確
認
だ
け
で
な
く
、
子

牛
の
今
の
状
況
を
つ
か
ん
で
早
期
治
療
に

つ
な
げ
た
り
、
過
去
の
状
況
も
踏
ま
え

て
飼
養
方
法
を
改
善
す
る
な
ど
、
子
牛

の
健
康
な
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

図１．【Calf APP】のアプリ画像とホーム画面
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「
コ
ロ
サ
リ
ス
」は
従
来
の
「
チ
ベ
リ
ウ

ス
」、「
メ
ル
ク
リ
オ
」の
後
継
品
種
と
し

て
平
成
29
年
か
ら
販
売
開
始
し
た
新
品

種
で
す
。K
W
S
社
（
ド
イ
ツ
）の
育
成

品
種
で
、熟
期
は
85
日
ク
ラ
ス
で
す
。　

「
コ
ロ
サ
リ
ス
」
は
、
平
成
24
年
に
ホ
ク

レ
ン
の
試
験
担
当
職
員
が
欧
州
の
試
験

圃
場
を
訪
問
し
た
際
、
数
多
く
の
試
験

品
種
の
中
で
も
特
に
生
育
が
良
好
だ
っ
た

こ
と
か
ら
注
目
し
た
品
種
で
、
翌
年
か

ら
3
年
間
、
道
内
で
適
応
性
評
価
を
行

い
ま
し
た
。
収
量
性
は
、
こ
れ
ま
で
多

収
と
評
価
さ
れ
て
い
た
「
チ
ベ
リ
ウ
ス
」

対
比
約
９
％
多
収
で
（
図
１
）、
雌
穂
の

サ
イ
ズ
は「
メ
ル
ク
リ
オ
」と
同
程
度
で
、

雌
穂
の
揃
い
性
や
先
端
稔
実
性
は
「
メ

C L I P
ホクレン 畜産生産部 自給飼料課

サイレージ用とうもろこしの新品種
「コロサリス」（85 日クラス）のご紹介

ル
ク
リ
オ
」
よ
り
や
や
優
れ
て
い
ま
す
。

耐
倒
伏
性
は「
チ
ベ
リ
ウ
ス
」並
み
で
す
。

耐
病
性
に
つ
い
て
は
、
す
す
紋
病
抵
抗

性
が
「
チ
ベ
リ
ウ
ス
」「
メ
ル
ク
リ
オ
」

よ
り
優
れ
、
根
腐
病
は
発
症
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
抵
抗
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
3
年
間
の
試
験
で
、
北
海
道
の

気
候
に
も
適
応
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、

導
入
を
決
め
ま
し
た
。

「
コ
ロ
サ
リ
ス
」
は
、
全
道
の
試
験
場

で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
30
年
に
北

海
道
の
優
良
品
種
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
品
種
が
要
件
の
事
業
で
も
ご
使
用

い
た
だ
け
る
品
種
で
す
。
ま
た
、
ワ
ン

ホ
ー
プ
乳
剤
に
も
適
用
し
て
い
ま
す
。

Information
情 報クリップ

2014年

Kg/10a

2015年

0

500

1,000

1,500

2,000

■コロサリス   ■チベリウス109

109100

100

図１. 乾物収量の比較
ホクレン帯広・訓子府試験圃平均

（チベリウスを 100 とした場合のコロサリスの収量を
グラフ上に記載）

写真 1. コロサリスの草姿（左）、コロサリスの雌穂（右）

「Ｐ０７０４」（100 日クラスの新品種）
にも注目です！
既存品種の「36B08」より約 17％も多収な 100 日ク
ラスの新品種です。平成31年から供給開始（数量限定）
します。　

写真 2.「P0704」の草姿
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セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ

通
知
情
報

パソコン、スマートフォン、
タブレットなど

パソコン、
スマートフォン、
タブレットなど

破水したな！ 発情期だな！

インターネット
（クラウド）

インターネット
（クラウド）

センサー本体

体温センサー本体

専用おもり

　子機

　親機 Air Gateway

分娩の兆候・異常を発見 活動データを配信

活動データを人工知能が分析。
発情兆候などの牛の状況を
24 時間体制で監視、通知。

分娩の兆候・異常、発情の兆候を
発見・通知。

Wifi で親機に送信

情報を通知

●分娩兆候
●破水情報
●体温異常

情報を通知

状
況
把
握
と
迅
速
な
対
応

状
況
把
握
と
迅
速
な
対
応

●行動データ
●発情の兆候
●疾病の兆候

近接すると、スマートフォンが
センサーから情報を得て
個体を識別できる

個
体
を
検
索

個
体
を
表
示

❹ R e p o r tV i s u a l

さまざまな情報を図で解説

Thema

牛の
モニタリング

センサー

牛
に
セ
ン
サ
ー
を
装
着
、
状
況

を
把
握
し
、
異
常
や
分
娩
時
な
ど

急
を
要
す
る
事
態
に
迅
速
に
対
応

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
サ
ー
。
多

く
の
牛
を
24
時
間
体
制
で
監
視
す

る
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
代
表
的
な
も
の

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は
牛
の
首
元
に
セ
ン
サ
ー
を

装
着
し
、
行
動
デ
ー
タ
を
人
工
知

能
で
分
析
。
個
体
ご
と
の
状
況
を

管
理
し
て
発
情
期
や
病
気
の
兆
候

を
見
逃
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。

も
う
一
つ
は
牛
の
膣
内
に
体
温

セ
ン
サ
ー
を
入
れ
、
体
温
を
監
視
。

破
水
時
に
は
セ
ン
サ
ー
が
排
出
さ

れ
る
こ
と
で
分
娩
の
兆
候
・
異
常

を
感
知
す
る
も
の
で
す
。

ど
ち
ら
も
遠
隔
地
か
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
情
報
を
確
認
で
き

る
の
で
、
早
期
に
牛
の
体
調
の
変

化
を
発
見
し
、
適
切
な
管
理
が
で

き
ま
す
。

分娩監視タイプ 発情および体調管理タイプ
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特集「農業を学びにいこう」
• 今月号は写真が多く、見やすかったで
す。特に学べる学校など全然知らない
ことばかりだったのでとても興味があっ
て面白かったです。 （安平町・女性）
• 9ページの「学ぶ言葉」、とても参
考になります。実際に会って話を伺っ
ている気分になりました。
 ( 湧別町・女性 )
• 学ぶ人が教えてくれる七つの言葉、
手帳に書きました。毎日の生活で心掛
けたいと思います。 
 ( 中富良野町・女性 )
• 今回のカリキュラム一覧は参考にな
りました。できれば子育て中の女性が
勉強できるシステム（託児つき）もあ
るとうれしいです。 ( 別海町・女性 )
• 農業に関する学校のカリキュラム一
覧、とても気になっていたので特集して
いただいて助かりました。参加するとな
ると、子育てを調整しながらになるの
で、参加することができるか分からない
部分もありますが、女性は自分から動か
なければ学べないため、行動したいと思
います。 （千歳市・女性）

低コスト RTK システム
• GPS 搭載のトラクター普及が急速に
進んでいる記事が毎回のように載って
いますが、近くで見られないのでなか
なかぴんとこないです！ 農家にとっ
てリーズナブルな価格で始められるの

でしょうか？  若い人じゃないとスマホ
の操作もうまくいかない感じです。
 （日高町・女性）

情報 CLIP
• 25ページの系統推奨型式トラクター
については初めて知りました。我が家
ではクボタさんにはなじみがないので
すが、ユーザーの声があり、いろいろ
メリットを知れて良かったです。
31ページの日焼け後のスキンケアの
ページ、最高です！ 農家のための
美容を特集かシリーズのテーマで組ん
でほしいです。みんなのオシャレ、こ
だわりが知りたいです。
 ( 湧別町・女性 )

アグリスクエア
•アグリポートはだんだん読者参加型
の企画ページが多くなってきていてと
ても良いと思います。これからも読者
に愛される情報誌であってほしいと思
います。 （八雲町・男性）
•アグリポーター REPORTに投稿し
てみようと思ったのですが、顔写真や
本名まで掲載されるのが少し恥ずかし
く、思い止まってしまいました（笑）。
 （音更町・女性）
顔写真なしでも匿名でも OK です！  投稿し
ていただけるとうれしいです。お待ちしてい
ます！（編）

誌面構成・デザイン
• 写真や図説が多くて、見やすく、つい
ついページをめくって見ちゃいます。 
 （訓子府町・女性）
• 図や写真などを上手に使い、かなり
分かりやすい内容になっていると思い
ました。今後もいろいろためになる記事
をよろしくお願いします。 
 （湧別町・男性）

その他
• 今さら聞けないようなことが掲載され
ていて、いいですね。（音更町・男性）
•ホクレンの営農情報誌、今後必要な
知識、技能で、担い手育成に成果が上
がると思います。 （津別町・男性）
• 教科書みたいで毎号勉強になりま
す。次号も楽しみにしています！
 （岩見沢市・女性）
• 非農家出身なので基礎的なことも取
り上げられていて勉強になります。
 （帯広市・女性）
• 女性も男性も興味が持てる誌面作り
は大変なことではないかと思われます。
これからも楽しい話題、さまざまな情報
を期待しています。人へのインタビュー
が大好きです。 （名寄市・女性）
• 専門的な知識と内容の充実さにビッ
クリすることがあります。今は営農から
離れていますが、読むのが楽しいです。
 （森町・女性）
• 同じ農業者でも感じ方、とらえ方は
人それぞれですが、後悔しないように
作業を頑張っていきます。「北海道の
食は私たちが支えている」と思えたら
いいな。 （大空町・女性）

震災に想う
• 地震発生から一カ月が過ぎましたが、
まだまだ復旧には至っておらず、被災
地の方々はこれから迎える厳しい冬に
向け対応を迫られていると思います
が、災害に負けず頑張っていただきた
いと思います。春の来ない冬はないこ
とを信じ、辛いでしょうけれど…。
 （広尾町・男性）
• このたびの地震での全国からの心
配、あたたかい言葉に本当に心より感
謝、感謝。ありがとうございます。  
 （安平町・男性）

前号の読者アンケー
トにお寄せいただい
た声を掲載します。

アグリ・スクエアは読者の皆さんと作るページです。

読者の皆さんからの声

VOICE

Agri Square
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アグリポーターREPORT

REPORT 全道各地のアグリポーターから直送のレポートが届きました。

私の地域の新たな挑戦！今回のテーマ

もともとカーネーションとハウス野菜を栽培していた我が
家。冬でも採花できるクリスマスローズを 5月に夫婦で植
えました。カーネーション以外の栽培は初めてでしたが、い
ろいろなものに挑戦したいという思いからの取り組みです。
植え方も育て方も全てが手探りの状態で、夫の知り合い

に教えてもらいながら育てています。クリスマスローズは日
光に弱く葉が枯れやすいため、遮光ネットをかけたりと手間
を惜しまず育てています。また、樹液に毒があるようなの
で扱いに注意しています。

クリスマスローズ栽培に挑戦中

アグリポーター

七飯町
種藤 雅代さん

REPORT　02

八雲町はかつて、小麦やぶどうなどの不適作地とされて
いました。しかし、近年の気候変動に加え、町内にはもと
もと温暖な地区があるため、新たな特産品づくりを目指し
て、今年からぶどう栽培を始めました。八雲町が私の家の
近くの廃校跡地のグラウンドを活用して、ぶどう栽培の経
験がある方の協力のもとで取り組んでいます。
今年はあまり良い天気には恵まれていませんでしたが、
苗の定植後も順調に生育していて、可能性を感じています。

ワイン用ぶどうの栽培に挑戦

アグリポーター

八雲町
冨田 直和さん

REPORT　01

Agri Square
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READER COMMENTS
この時期は除雪やアルバイトなどで副収入を得ることも多いですよね。
読者の皆さんに副収入事情をお聞きしました。

• ガーゼ生地で作ったスタイや、子ど
も用品をハンドメイドしています。
 （訓子府町・女性）

• 関西、関東から来る修学旅行生（高
校生）の民泊をしています。1日に 4
人ほどで 3～5日なので結構な収入に
なります。 （本別町・女性）

•株。 （湧別町・女性）

• 農業誌などの投稿、寄稿で数回謝
礼をいただきました。エッセイストにな
りたいと思っちゃいました。
 （富良野市・女性）

•アンケートや新製品モニターをやって
います。あとは懸賞応募も？！
 （ニセコ町・女性）

• 牛舎の屋根にソーラーパネル（住宅
供給用）をつけて、電気料の節約に
努めています。 （湧別町・男性）

•習字塾でお習字を教えています。副
収入はうれしいです。
 （日高町・女性）

• 夏にプールで水泳の教室を週 1回
やっています。 （小清水町・女性）

冬は除雪で稼ぎます！

• 40 万円程、冬場の除雪で。
 （深川市・男性）

• 冬期間、スキー場管理業務（町の
小さいスキー場です）。 
 （京極町・男性）

• 冬の間は JRの除雪の仕事に行って
います。 （上川町・男性）

その他の収入源

たまに子供服や本等をフリマ
アプリで販売しています。
 （別海町・女性）

陶
芸
教
室
に
通
っ
て
い
て
、今
年

お
祭
り
で
作
品
を
売
る
予
定
。  

 

（
小
清
水
町
・女
性
）

• 私の副業は栄養士。農閑期に近隣
の方々の特定保健指導をしています。
また、市の保健センターでも年に数回、
栄養相談をしています。一人ひとりの
食生活を考えると農閑期、農繁期な
ど時間が不規則で大変難しいと感じて
います。 （名寄市・女性）

こんなご意見も…

• 副業、副収入は現在行っていませ
んが、冬にできる仕事を考えています。
冬期間に仕事がないのは自由に時間
が使えて良いのですが、何もやること
がないとそれも辛いものですね。
 （千歳市・女性）

•特にありません。今の牛飼いの仕事
で手一杯で副業をやりたいと思ったこ
ともないです。副業、副収入で収入
を上げるより、現状の仕事の経営をよ
り良くして収入を上げる方がまず第一
ではないでしょうか。 （足寄町・女性）



読者アンケート

Q. 副業・副収入は何かありますか？

Agri Square

Q. 副業・副収入は何かありますか？

• 農業委員。 （釧路市・女性）

• 今年から農協店舗に野菜を出してい
ること。楽しくやっています。
 ( 浦臼町・女性 ) 

• 8月に 10日間ほど小麦の乾燥施設
でのアルバイト。 （湧別町・男性）

• 家畜市場で牛引きのバイト。
 （湧別町・男性）

農作業・販売を手伝ってます！

• コントラクターのオペレーター。
 （湧別町・男性）

• 軽トラ市のため、メロンをハウス１棟
分栽培したこと。一番苦労したのは品
質（糖度 15度以上）です。 
 （津別町・女性）

• ずっと前ですが、手伝いで漬物の販
売員をしていました。 （帯広市・女性）

短期アルバイトで稼いでます

• 昆布干し。 （新ひだか町・女性）

• 冬場の農閑期に自伐型林業を副業
にしています。理由は「自己資本であ
る山林管理」と「ギャンブル依存症
予防」です。 （本別町・男性）

• ベビーシッター。  
 （妹背牛町・女性）

• 農閑期は大手菓子メーカーで冬の
短期アルバイト。 （音更町・女性）

• 農業学生ですが夏は実習作業で忙
しく、冬は年末まで海産品お土産屋さ
んの短期アルバイトをしています。同
じように夏場は農家で働く方もいまし
た。 （札幌市・女性）

• 地域の環境整備での草刈り。 
 （音更町・男性）

近くのＡコープのもぎたて市
に野菜、花など少し出してい
ます。 （北見市・女性）

知
り
合
い
の
人
に
頼
ま
れ
、
か

ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
手
伝
い
。
４
月

だ
け
ハ
ウ
ス
の
ア
ス
パ
ラ
収
穫

手
伝
い
。

 

（
安
平
町
・
女
性
）

特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
地
域
の
麦
刈
り
、

稲
刈
り
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
草
刈
り
等

の
依
頼
を
受
け
て
行
う
仕
事
が
結
構

お
こ
づ
か
い
に
な
っ
て
い
ま
す
！

 

（
北
見
市
・
男
性
）
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日ごろの農作業や暮らしのことを川柳にしてお寄せください。
作品が紹介された方には粗品を進呈します。

趣味、活動、料理、ペットなどあなたの日常を
撮影した写真やイラスト。忙しい作業のなかで
感じた川柳などあなたの作品をアグリポート
にお送りください。採用された方には粗品を
進呈します。なお、投稿いただいた写真はアグ
リポートの誌面づくり以外の目的には一切使
用しません。ぜひお気軽にお寄せください。

写真の応募：スマートフォン・パソコンで読者
アンケート回答ページにアクセスすると写真
投稿欄がありますので、そこから投稿できます。
川柳の応募：裏表紙の応募ＦＡＸ、またはイン
ターネットでご応募できます。

https://jp.surveymonkey.com/r/83G8TDM

あなたの作品を大募集！ 
写真・川柳をぜひお寄せください

こちらのアドレス・コードから
アクセスいただけます。

SENRYU

アグリ・フォト

農業なんでも川柳

投稿いただいた何げない日常の風景をお届けします。

農作業や暮らしのことを川柳に。

じいちゃんのとうきび出荷のお手伝い！おいしく食べてもらうんだよ～！

出荷のお手伝い
美瑛町・女性

２
歳
の
息
子
が
餌
寄
せ
に

挑
戦
し
ま
す
が
、時
々
勢
い

余
っ
て
牛
の
顔
に
当
て
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、牛
も

ビ
ビ
っ
て
ま
す
。

牛
も
ビ
ビ
る

別
海
町
・
女
性 

美
し
い
秋
の
一
コ
マ

 

美
瑛
町
・
男
性

秋
の
夕
陽
と
小
麦
ま
き
。
画
像
加
工
な
し
。

ゆ
っ
た
り
夕
暮
れ

枝
幸
町
・
男
性

続
い
て
ほ
し
い
穏
や
か
な
夕
暮
れ
。

PHOTO

本
当
に
多
く
て
不
安
に
な
り
ま
す
が
、
皆
で
祈
り
ま
し
ょ
う
。（
編
）

ま
た
台
風  

何
事
も
無
く
と　

神
頼
み

（
北
見
市
・
女
性
）

そ
ろ
そ
ろ
ぐ
っ
す
り
、
冬
眠
の
時
期
で
し
ょ
う
か
。（
編
）

あ
と
少
し 

ビ
ー
ト
が
終
わ
れ
ば 

冬
眠
だ

（
美
瑛
町
・
女
性
）

台
風
は
ず
っ
と
お
休
み
し
て
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。（
編
）

台
風
の　

合
間
を
縫
っ
て　

収
穫
だ

（
富
良
野
市
・
男
性
）

お
嫁
さ
ん
の
頑
張
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
！
（
編
）

で
き
る
嫁  

慣
れ
な
い
仕
事  

ひ
か
る
汗

（
岩
見
沢
市
・
女
性
）

気
分
も
下
が
る
し
、
そ
わ
そ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。（
編
）

雨
ば
か
り　

仕
事
す
す
ま
ず　

落
ち
着
か
ず

（
新
冠
町
・
女
性
）
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編集　ホクレン農業協同組合連合会
　　　農業総合研究所 営農支援センター
　　　営農支援推進課内 アグリポート編集部

今回の特集は経営の基礎、経営に
ついて。「お金」のことは、アグリポー
トで初めてとりあげるテーマです。農
業者は、生産から資材調達・出荷・
経理・管理……など全部やるので大変。
プレーヤーであり、マネージャーであ
り複数の要素について頭を働かさなけ
ればなりません。自分だったらどうか
な、できるんだろうかと思ってしまいま
す。計画・実績のズレを見て、比較
検証、マネすること、良いと思ったこ
とを組み込むこと。地域や人のアドバ
イスも重要と知りました。
またふと思ったのは、長期プランの

こと。「将来こんなことしたい」、「あ
んな風にしたい」などそれぞれ夢を実
現するための投資や借入もありますよ
ね。それぞれの組み立てで経営する
なか、皆さんの「自分流の農業や家
族の夢」の実現の後押しを、JAは地
域に寄り添ってしているんだろうなと思
いました。ホクレンは JAよりはまだ遠
い存在かもしれませんが、なんらかの
形で、将来像づくりの後押しができた
らと思います。
最後に、「アグリ・フォト」はほっこ

り系からプロ級の秀逸なものまで、充
実してきました。これからも投稿お待ち
してます。 （T・S）

編 集 後 記 From Editor

応募締切
2019年1月31日（木）

アンケートにお答えいただいた方
に抽選でプレゼントを差し上げま
す。裏表紙の記入欄に必要事項を
ご記入の上、FAX またはパソコン・
スマートフォンでお送りください。  
※当選者の発表は商品の発送をもって代え

させていただきます。

読者プレゼント
P R E S E N T

B

A

表紙で使用された作業着のブラ
ウス、ベスト、エプロンのコーディ
ネートをセットでプレゼントします。
サイズは女性用M・Lとなります。
応募用紙または応募フォームにご
希望のサイズをご記入ください。

ハムやソーセージ、ベーコン
をラインナップした「ホクレン
こだわりシリーズ」と、道内
各地の工房チーズを「くるる
の杜」セレクトで詰め合わせ
ました。

表紙コーディネートの
作業着

「くるるの杜」セレクト ハム･ソーセージ
＆工房チーズセット………………… 合計 10 名様

編集部では、さまざまなご意見、ご要望、厳しいご指摘も含め誌面に反映させていきたいと思います。
ぜひ、あなたのご意見をお聞かせください。

編集部より

M・L サイズ ……… 合計 3 名様

2018.12-2019.1　
VOL.16

ホクレンの営農情報誌

アグリポート

内容
「ホクレンこだわりシリーズ」
●あらびきウインナー……… 110g
●ハーブウインナー………… 110g
●ベーコン………………………80g
●ロースハム……………………65g

● [ 夢民舎 ] はやきたカマンベール …… 125g
● [ ノースプレインファーム ] ゴーダ ……80g
● [ 酪楽館 ] 鶴居シルバーラベル ……… 100g
● [ トワヴェール ] クリームチーズ …… 160g
※アレルゲン：乳

●Wガーゼチュニック（ ベージュ）
●防寒ストレッチニット中綿ベスト（ブラウン）
●綿ストレッチロングエプロン（カーキ）
全てmonkuwa（モンクワ）
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※お名前・ご住所・お電話番号は商品発送時に使用いたしますので正確にご記入願います。

［アンケート回答書］下記の質問にお答えください。

［プレゼント応募記入欄］下記の内容をご記入ください。

お名前

ご住所

お電話番号

ご職業

〒　　　　-

性別：男・女　　年齢　　　　歳

ご希望のプレゼント ※ A・B いずれかに◯印をご記入ください。

A
B ( M・L )

希望サイズ
ハム ･ ソーセージ＆工房チーズセット

Q1. 誌面で興味深かった記事はどれですか？ ※複数回答可

1. 生産者　2. 系統職員　3. その他（　　　　　 　）

ご職業で「生産者」とお答えの方の営農形態は？
※該当するもの全てに◯をつけてください。
1. 稲作　　 　2. 畑作　　 　3. 園芸　　 　4. 酪畜
5. その他（　　　　　　　　　）

Q3. 今後取り上げてほしいテーマをご記入ください。

Q4. けんかの原因と解決方法をお教えください。

Q5. ご意見・ご感想・改善点などをご記入ください。

● □ 0. 表紙
● □ 1. あの人のビューポイント
● 特集 農業経営の基礎講座
 □ 2. 営農計画を立てる前の比較・検証が重要 ！
 □ 3. 営農計画を生かすために伝えたい10 のこと
 □ 4. 計画を立てるためにまず記録する
 □ 5. 経営のクセに気付くことが大切
● □ 6. みんなの取り組み広場  
　         大型トラクター・真空播種機を活用した生産性向上
● 品種・技術ここがポイント ！
 □ 7. 畑の生産力アップ ！ 冬に土を凍らせる
 □ 8. 肥料の基礎知識③（窒素）
 □ 9. 乳牛に必要なミネラル〜泌乳期中のカルシウム
 □ 10. 直播栽培に適した水稲新品種「上育４７１号」
●ホクレン マーケット通信
 □ 11. 直播栽培向け水稲良食味新品種「上育471 号」販売の方向性
● 情報CLIP
 □ 12. 野菜類・花き 2018 年の注目17 品種
 □ 13.ドローンによるリモートセンシング
 □ 14. 放牧酪農のプロジェクトで収益を改善
 □ 15. 哺乳ロボット活用アプリで、きめ細かな子牛管理
 □ 16. サイレージ用とうもろこしの新品種「コロサリス」のご紹介
● □ 17.Visual Report 牛のモニタリングセンサー
● Agri Square
 □ 18. 読者の皆さんからの声
 □ 19. アグリポーター REPORT
 □ 20. 読者アンケート Q. 副業・副収入は何かありますか？
 □ 21. アグリ・フォト
 □ 22. 農業なんでも川柳

Q2. 今号の満足度をお答えください。
非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い

家庭や仕事、どんな場面でも構いません。

※お送りいただいたお名前、ご住所、電話番号などの個人情報は商品の発送、誌面づくりの基礎データとしての目的以外には一切使用いたしません。個人情報は厳重に
保管・管理し、漏洩、滅失、毀損の防止、その他安全管理のために必要かつ適切な措置を講ずるよう努めます。また第三者への提供・開示などは一切いたしません。

「くるるの杜」セレクト 

011-742-9202FAX ご応募先

プレゼントのご応募・ご意見は FAX かパソコン・スマートフォンで

パソコン・スマートフォンご応募先 ご応募は
こちらから

ホ
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  TEL .011-788-5467

皆さんのお役に立つ誌面づくりのために、ぜひあなたの声をお寄せください。読者アンケートのお願い

https://jp.surveymonkey.com/r/83G8TDM

※お送りいただいたご意見は「Agri Square」コーナーに掲載させていただく他、誌面づくりに反映させていただきます。

＜農業なんでも川柳＞応募欄

応募締め切り：2019 年1 月31 日（木）
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

表紙コーディネートの作業着


